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▼平成27年度当初予算の概要

▼小学校76人、中学校88人がうれしい卒業

おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち

写真文化首都「写真の町」

おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち

写真文化首都「写真の町」写真文化首都「写真の町」



平成27年度当初予算の概要
まち・タウン
○今年のスポーツ賞に春菜さん、文化奨励賞に尾形さん
○ＭＡＸＩＭＵＭ東川米生産へ～稲作研究会総会
○キトウシスキー場で初のスノーボード国際カップ大会　　ほか

今、生き生きと
○No.85　農業　梶畑宏弥さん

町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○映画監督、菅原浩志氏の作品「ほたるの星」から
◇貸し出し図書・ビデオ紹介

大雪山の素顔
○Nature Column
　大雪の山に迫る招かざる動物　ガイドオフィス風  代表　鳥羽晃一さん
○ 新 世界を知ろう！
　プロローグ

A Word From Another World
○No.43　ハロー！　英語活動教育指導員　テイラー・バーネットさん
○エイゴノマナビカタ
　Slow and steady wins the race.（急がば回れ！）　英語教育指導員　宮地晶子さん

人生を拓（ひら）く
○第11回　西町２　篠原益夫さん、喜久子さん
◇俳句

人事異動のお知らせ
キトウシ森林公園シーズン・イン
くらし・ネットワーク
○固定資産税の課税台帳を縦覧できます
○「東川で働き・暮らす人応援事業」で商品券助成
○飼い犬は新規登録と狂犬病予防注射が必要です
○公園の名前を募集します
○めだかクラブのイースターパーティー　　ほか

子育てチャンネル
○子どもらしさでこそ育つ豊かな知性と感情　和洋女子大学教授　太田光洋さん

保健だより
○この食事・この運動―知れば治る高血圧

インフォメーション
○4月の行事　　ほか
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　一般会計は59億1200万円で前年度
当初予算と比較して６億8,900万円、
10.４％減、特別会計総額では５億5,200
万円で年度当初予算の比較で3,720万
円、７.２%増となりました。一般会計、特
別会計の合計では64億6,400万円(前年
度当初予算比較６億5,180万円、9.2％
減)となりました。

●一般会計　税金などを主な収入とする町の基本的な事業予算
●特別会計　下水道等の使用料など、特定の収入で行う事業予算

■一般会計当初予算の構成比

■27年度の主な投資事業

■一般会計・特別会計当初予算額
伸び率％

一般会計
  公共下水道事業
  国保町立診療所
特別会計（合計） 
総合計

5,912,000
192,200
359,800
552,000
6,464,000

6,601,000
170,900
343,900
514,800
7,115,800

▲ 10.44
12.46
4.62
7.23

▲ 9.16

会計区分 本年度 前年度

　３月10日から同月17日まで会期８日間で開いた平成27年第１回町議会定例会で27年度東川町予算
案が可決され、一般会計など３つの会計案が可決、執行されることとなりました。今年は町長改選期に伴
って町長選挙の年となったため、新年度当初予算は政策的予算を除く骨格予算の編成となりました。予算
概要は次のとおりです。

■一般会計予算の特徴
　町長選挙の年であるため、年度当初予算は骨格編成になっています。一般会計は59億1,200万円であり、前年度の予算
額と比べますと６億8,900万円、10.４％減となりました。「新まちづくり計画プライムタウン21-Ⅱ」の３年度目にあたり、実施
計画に沿った事業の展開を図ることとし、毎年度に行う５カ年間の財政推計により適正な運営に努めているところです。
　地方交付税は、地方財政計画で0.１兆円の減額、0.8％の減となりますが、本町における普通交付税の予算額は、辺地
対策事業債や緊急防災減災事業債の有利な起債に伴う補てん額があるため、前年度決定額と比較すると約１億8,400万
円、8.4％の増を見込んでいます。
　投資的事業では、東川小学校関連整備事業など大型のハード整備事業の終了に伴い対前年比で12億7,385万円、68.１
％の減となりました。国、道補助金や新たに27年度から計画が認定となる「東川辺地」地区の辺地対策事業債を充当する
など特定財源の確保に努めました。
　ソフト事業では、写真の町国際化推進事業、観光立国事業、留学生支援事業、行政区等地域活動推進事業、地域おこし
協力隊事業等、特別交付税の対象となる事業の充実を図ることに重点をおいた事業費を計上しています。

平成27年度当初予算の概要

【投資的事業】（単位：千円）
　○橋りょう長寿命化修繕事業
　○西５号道路改良事業
　○西３号道路改良事業
　○除雪ダンプ(７トン級ほか)購入事業
　○南町１丁目雨水排水調整施設整備事業
　○上岐登牛道路改良事業
　○第２地区コミュニティーセンター改修事業
　○阿波団体道路改良事業
　○第32、第33両区飲料水供給施設整備事業
　○天人峡地区引き湯施設整備事業
　○南町1丁目団地整備事業

63,000
70,300
10,000
32,470
35,200
73,000
13,958
80,000
4,100
50,000
22,200

（社会資本整備交付金）
（社会資本整備交付金）
（社会資本整備交付金）　
（社会資本整備交付金）
（社会資本整備交付金）
（辺地債事業）
（辺地債事業）
（辺地債事業）
（辺地債事業）　
（辺地債事業）　
（社会資本整備交付金、公営住宅債事業）

（単位：千円）

町民税
2億8,962万円

固定資産税
4億2,796万円

軽自動車税
1,680万円

入湯税
1,680万円

市町村たばこ税
4,110万円

その他 3億8,293万円繰入金 1億1,536万円
分担金及び負担金 3,738万円

使用料及び手数料 1億5,126万円

諸収入 1億8,533万円

地方交付税
28億2,100万円

道支出金
4億2,874万円

国庫支出金
4億1,283万円

町税
7億9,358万円

町債
5億8,360万円

町税の内訳

歳出 歳入

その他
2億6,618万円

農林業費
2億6,486万円
諸支出金
2億6,028万円

衛生費
2億5,141万円

商工費
2億1,728万円

教育費
5億5,389万円

公債費
9億7,759万円

民生費
8億6,435万円

土木費
6億412万円

総務費
16億5,204万円

※正職員の人件費は総務費に計上しています。
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東川町の家計簿　東川町の財政を家計にたとえると…
　町の予算は「合計額のケタが大きくて実感がわかない」「財政用語が分かりにくい」という声をよく耳にします。
家庭の家計と町の財政では仕組みが違いますが、分かりやすく説明するために、町の予算額を家庭収入100万
円に置き換えた家計簿で資料を作成してみました。町の会計は一般会計、特別会計に分かれていますが、ここで
は27年度一般会計の当初予算を家計簿に置き換えて説明します。

　　収入の柱は給料の61万円とパートの8万円、それと親からの仕送り18万円です。支出は日々の生活費として72万
円、住宅ローンの返済などに16万円、家の増改築費に10万円かかっています。

家族全員の収入
69万円

家族全員の収入
＋親からの仕送り

87万円

生活費　72万円

生活費＋借金返済
88万円

財産づくり 10万円

親戚などへの支援 1万円

食費（人件費）
家族の医療費（乳幼児医療費などの扶助費）
光熱水費、被服費、その他雑費（消耗品費・燃料費・通信運搬費など）
車や家具の修理代（維持補修費）
子供たちへの仕送り（特別会計への繰出金、広域連合への負担）
借金の返済（住宅ローンなどの返済による町債費）
家の増改築（公営住宅建設、道路整備など）
貸し付け金（貸し付け金）
貯金
合　　計

15万円
7万円
40万円
１万円
9万円
16万円
10万円
１万円
１万円
100万円

 61万円
 8万円
 18万円
 10万円
 2万円
 1万円

100万円

給料（町税・地方交付税）
パート収入（使用料・手数料など）
親からの仕送り（国からの補助金など）
借金（町債）
貯金の解約（繰り入れ金）
財産（土地や家）の貸し付けなど（財産収入）
合　　計

■資料■　26年度末基金（貯金）と町債（借金）残高見込み
基　金 （ 貯 金 ）
一般会計
財政調整基金
減債基金
公共施設整備基金
地域振興基金
地域福祉基金
写真の町文化基金 
総合体育施設建設基金
「写真の町」ひがしかわ株主基金
小西健二奨学基金
地域の臨時元気基金
小計
土地開発基金
備荒資金
一般会計合計
特別会計
公共下水、診療所

267
1,238
375
35
103
127
16
55
30
0

2,246
57
84

2,387
2,248
0

町 債 （ 借 金 ）
一般会計
　建物（公営住宅除く）、道路の整備などに借りたもの

　財源不足を補うために借りたもの（臨時財政対策債など）
　　

　公営住宅等の建設のため借りたもの（入居者の負担を基本）

特別会計

★町債（借金）の返済に充てる財源について

26年度末残高見込み
　　うち国の交付税で補てんされる金額
　　差し引き残高（町が負担する額）

26年度末残高見込み
　　うち国の交付税で全額を補てん
　　差し引き残高（町が負担する額）

26年度末残高見込み
　　入居者等の使用料により全額を補てん
　　差し引き残高（実質的な町の負担額）

下水道事業分
診療所分
　　うち国の交付税で補てんされる金額
　　差し引き残高（町と受益者の負担額）

差し引き残高の合計（実質的な借金の合計額）
　　　　　減債基金（借金返済用に積立てた貯金）
　　　　　一般財源（借金返済用に用意するお金）

6,948
▲ 4,530
2,418

2,092
▲ 2,092

0

1,438
▲ 1,438

0

800
394

▲ 636
558

収　

入

支　

出

　

318
1,223
469
35
124
127
16
45
30
48

2,435
126
83

2,644

0

6,643

▲ 3,916

2,727

2,043

▲ 2,043

0

1,546

▲ 1,546

0

839

416

▲ 669

586

（H25末） （H25末）

（参考）
昨年度数値 

58万円

77万円

58万円

70万円

28万円

1万円

（単位：百万円）

（単位：百万円）

2,976
1,238
1,738

財源内訳

平成27年度当初予算の概要
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町
内
の
小
学
校
は
、
東
小
66
人
（
昨
年
比

1
1
人
増
）
、
第
一
小
２
人
（
同
７
人
減
）
、

第
二
小
５
人
（
同
４
人
減
）
、

第
三
小
２
人
（
同
２
人
減
）
が

卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。

　

東
川
小
学
校
（
大
久
保
義
邦

校
長
、
３
５
２
人
）
で
は
３
月

20
日
、
新
校
舎
に
な
っ
て
初
め

て
の
第
１
１
５
回
卒
業
式
を
迎

え
ま
し
た
。

　

広
く
、
明
る
く
、
天
井
も
高

く
て
気
持
ち
良
い
体
育
館
に
、

真
新
し
い
中
学
校
の
制
服
姿
、

あ
で
や
か
な
振
り
袖
は
か
ま
姿
の
卒
業
生
の

姿
。
一
人
ひ
と
り
大
久
保
校
長
か
ら
卒
業
証

書
手
に
し
、
将
来

の
自
分
の
夢
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

「
獣
医
に
な
っ

て
動
物
園
で
働
き

た
い
」
「
プ
ロ
野

球
選
手
に
な
る
た

め
勉
強
も
が
ん
ば

り
ま
す
」
「
た
く

さ
ん
の
人
を
喜
ば

せ
る
た
め
努
力
し

園
児
が
一
人
ず
つ
木
の
葉
っ
ぱ
を
貼
っ
て
き

ま
し
た
。
葉
っ
ぱ
が
何
も
な
い
森
を
緑
い
っ

ぱ
い
に
―
と
始
ま
っ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
。

　
先
生
に
手
を
取
っ
て
も
ら
っ
て
、
高
い
木

の
上
に
一
人
ず
つ
葉
っ
ぱ
を
貼
り
ま
し
た
。

先
生
の
手
を
ぎ
ゅ
っ
と
握
っ
て
、
恐
る
恐
る

階
段
を
昇
り
「
あ
あ
、
こ
わ
か
っ
た
！
」
。

し
っ
か
り
と
自
分
の
名
前
を
書
い
て
、
自
分

の
手
で
貼
り
ま
し
た
。
も
も
ん
が
森
の
木
は

卒
園
児
の
新
し
い
葉
っ
ぱ
で
に
ぎ
や
か
に
な

り
ま
し
た
。

　
小
学
校
を
卒
業
す
る
時
、
卒
園
児
の
成
長

の
記
録
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
た
だ
１
枚

だ
け
の
特
別
な
メ
モ
リ
ア
ル
。
最
初
に
貼
っ

た
卒
園
児
は
こ
の
春
最
上
級
生
に
な
り
、
来

年
小
学
校
の
卒
業
を
迎
え
ま
す
。

　
３
月
18
日
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
（
伊
藤
和
代

園
長
）
で
は
、
卒
園
児
62
人
の
お
友
だ
ち
が

「
も
も
ん
が
森
の
大
き
な
木
」
に
「
め
も

り
ー
葉
」
の
葉
っ
ぱ
を
残
し
て
卒
園
す
る
恒

例
の
記
念
樹
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　
中
央
廊
下
の
壁
に
あ
る
レ
リ
ー
フ
「
も
も

ん
が
森
の
大
き
な
木
」
は
、
毎
年
卒
園
す
る

ま
す
」
「
花
屋
さ
ん
に
な
り

た
い
。
花
は
人
を
笑
顔
に
す

る
の
で
、
日
本
中
、
世
界
中

に
届
け
た
い
」
「
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
を
し
て
い
る
お
母
さ

ん
の
仕
事
に
あ
こ
が
れ
て
い

ま
し
た
」
と
66
人
の
で
っ
か

い
夢
が
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に

響
き
ま
し
た
。

　

大
久
保
校
長
は
、
正
面
玄

関
前
に
設
置
さ
れ
た
彫
刻
家
、

安
田
侃
（
か
ん
）
氏
作
品
「
帰
門
」
を
引
き

合
い
に
「
自
分
と
い
う
原
点
を
忘
れ
な
い
で
、

自
分
を
さ
ら
に
磨
き
、
自
分
を
信
じ
て
挑
戦

し
て
ほ
し
い
。
苦
し
い
時
、
自
分
を
育
て
て

く
れ
た
原
点
、
東
川
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
」

と
門
出
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

◇

　

東
川
中
学
校
（
中
村
勝
治
校
長
、
２
５
２

人
）
で
は
３
月
13
日
、

第
68
回
卒
業
式
を
迎
え

ま
し
た
。

　

中
村
校
長
は
、
故

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ

ニ
ー
、
㈱
ユ
ニ
ク
ロ
創

始
者
柳
井
正
代
表
取
締

役
会
長
兼
社
長
両
氏
の

言
葉
を
引
用
し
て
「
人

間
を
大
き
く
成
長
さ
せ

る
の
は
夢
や
希
望
。
追

い
続
け
る
勇
気
が
あ
る
な
ら
、
夢
は
実
現
で

き
る
」
「
自
分
の
人
生
は
い
つ
も
失
敗
の
連

続
だ
っ
た
。
そ
の
原
因
は
自
分
の
中
に
あ
る
。

失
敗
は
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
」
と
は

な
む
け
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

卒
業
生
は
４
月
、
道
内
旭
川
市
内
を
筆
頭

に
25
校
の
高
校
に
進
学
し
ま
す
。

小
学
校
76
人
、中
学
校
88
人
が
う
れ
し
い
卒
業

小
学
校
76
人
、中
学
校
88
人
が
う
れ
し
い
卒
業

「
め
も
り
ー
葉
」に
名
前
残
し
て
、卒
園
お
め
で
と
う

「
め
も
り
ー
葉
」に
名
前
残
し
て
、卒
園
お
め
で
と
う

東川中学校卒業式

　

町
内
の
幼
稚
園
、
小
、
中
学
校
で
卒
園
式
、
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
幼
児
セ
ン
タ
ー
か

ら
は
昨
年
よ
り
６
人
多
い
62
人
の
お
友
だ
ち
が
巣
立
ち
を
迎
え
ま
し
た
。
町
内
の
４
小
学
校
で

は
昨
年
よ
り
２
人
少
な
い
75
人
、
中
学
校
で
は
同
17
人
多
い
88
人
が
学
び
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま

し
た
。

「おめでとう！」の手紙をいっぱいもらって卒業
（東川小学校で）
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東
川
町
農
協
の
稲
作
研
究

会
（
小
林
喜
一
会
長
）
は
３

月
13
日
、
東
川
町
農
協
大

ホ
ー
ル
で
26
年
度
総
会
を
開

き
、
従
来
よ
り
出
荷
基
準
を

厳
し
く
定
め
た
「
Ｍ
Ａ
Ｘ
Ｉ

Ｍ
Ｕ
Ｍ
（
マ
キ
シ
マ
ム
）
東

川
米
」
生
産
運
動
へ
の
着
手

な
ど
、
一
層
の
高
品
質
米
生

産
へ
の
取
り
組
み
を
決
め
ま

し
た
。

　

町
内
の
米
作
農
家
約
１
５
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
町
内
の
昨
年
の
米
出
荷
は
、
作
況

指
数
「
１
０
８
」
の
豊
作
だ
っ
た
半
面
、
全

道
に
比
べ
て
低
い
品
質
に
終
わ
っ
た
結
果
を

も
と
に
、
小
林
会
長
は
一
層
の
高
品
質
米
づ

く
り
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
樽
井
功
組
合
長

は
本
格
化
す
る
農
作
業
を
前
に
基
本
か
ら
の

苗
作
り
へ
の
取
り
組
み
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

席
上
、
同
農
協
は
本
年
度
か
ら
始
ま
る
町

地
域
農
業
振
興
計
画
（
３
カ
年
計
画
）
に
合

わ
せ
て
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
米
作
り
を
目
指

す
取
り
組
み
を
始
め
る
こ
と
を
宣
言
。
60
ヘ

ク
タ
ー
ル
増
の
２
千
４
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
の
作
付
け
拡
大
に
併
せ
て
①
従
来
の
米
出

荷
基
準
に
加
え
、
低
タ
ン
パ
ク
基
準
６
・
５

％
以
下
の
米
作
り
を
進
め
る
。
そ
の
モ
デ
ル

ほ
場
を
５
カ
所
と
し
、
稲
作
研
究
会
役
員
で

初
年
度
作
付
け
40
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
目
指
す
②
農
薬
、
化
学
肥
料

を
そ
れ
ぞ
れ
50
％
減
ら
す
特
別

栽
培
米
を
約
５
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
作
付
け
（
平
成
29
年
度
目
標
）

③
早
期
刈
り
取
り
実
証
ほ
を
設

け
、
８
月
刈
り
入
れ
で
北
海
道

一
早
い
新
米
・
東
川
米
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
消
費
拡
大
を
図
る

―
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

　

席
上
、
上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
大

雪
支
所
・
工
藤
淑
郎
専
門
普
及
員
と
同
農
協

物
流
課
、
牧
隆
一
課
長
補
佐
の
２
人
が
高
品

質
米
生
産
に
向
け
た
栽
培
管
理
と
生
産
取
り

組
み
な
ど
の
重
要
性
を
講
演
し
ま
し
た
。

が
優
勝
賞
金
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

気
温
氷
点
下
４
度
（
午
前
９
時

山
頂
）
、
天
候
は
雪
で
視
界
不
良

の
あ
い
に
く
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。

ソ
チ
五
輪
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
で
地
元

出
身
の
竹
内
智
香
選
手
は
、
途
中

棄
権
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
日
本
語
語
学
習
で
東

川
町
に
来
て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
各

国
の
研
修
生
、
語
学
留
学
生
も
世

界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
滑

走
を
応
援
し
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
、
キ
ッ

ズ
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

も
開
き
、
レ
ー
ス
に
出

場
し
た
選
手
が
子
供
た

ち
の
手
を
取
り
な
が
ら

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
乗
り

方
を
教
え
ま
し
た
。

　

３
月
２
日
、
キ
ャ
ン
モ
ア
ス
キ
ー
ビ
レ
ッ

ジ
で
初
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
国
際
カ
ッ
プ
・
イ

ン
東
川
大
会
を
開
き
ま
し
た
。
（
22
㌻
、
各

種
大
会
成
績
を
参
照
）

　

初
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ア
ル
ペ
ン
・
パ
ラ
レ

ル
競
技
大
会
。
前
日
の
Ｗ
杯
旭
川
大
会
に
続

い
て
各
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
競
技
選
手
男
女

67
人
と
国
内
合
わ
せ
て
１
０
８
人
の
選
手
が

エ
ン
ト
リ
ー
、
ワ
イ
ル
ド
・
ビ
ク
選
手
（
男

子
）
、
レ
デ
カ
・
エ
ス
タ
ー
選
手
（
女
子
）

　

３
月
13
日
、
キ
ト
ウ
シ
森
林

公
園
の
森
林
体
験
研
修
セ
ン

タ
ー
で
、
ひ
が
し
か
わ
子
ど
も

農
村
体
験
交
流
推
進
協
議
会

（
事
務
局
・
（
有
）
ア
グ
リ

テ
ッ
ク
）
が
主
催
し
て
農
村
体

験
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
き
ま

し
た
。

　

農
家
民
泊
を
受
け
入
れ
て
い

る
上
川
管
内
８
市
町
か
ら
旭
川
、
名
寄
、
東

川
、
美
瑛
、
東
神
楽
、
愛
別
、
剣
淵
、
和
寒

な
ど
各
地
の
農
家
ら
が
出
席
。
農
家
民
泊
ス

タ
ー
ト
10
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

今
後
の
地
域
活
性
化
の
可
能
性
を
探
り
ま
し

た
。

　

農
家
民
泊
体
験
ツ
ア
ー
を
企

画
し
て
き
た
中
田
浩
康
ア
グ
リ

テ
ッ
ク
社
長
が
10
年
の
歩
み
を

紹
介
。
都
会
の
高
校
生
を
農
村

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
受
け
入
れ
て

食
の
絆
を
は
ぐ
く
む
活
動
を
し

て
い
る
十
勝
管
内
浦
幌
町
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活
動
）
法

人
、
食
の
絆
を
育
む
会
・
近
江

正
隆
理
事
長
は
「
都
会
の
子
た
ち
に
起
き
て

い
る
こ
と
は
、
引
き
こ
も
り
、
ニ
ー
ト
。
原

因
は
体
験
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
。
希
薄
な

人
間
関
係
、
食
習
慣
、
生
活
習
慣
の
乱
れ
を

子
供
た
ち
に
ど
う
伝
え
て
い
け
ば
い
い
の
か
」

な
ど
と
問
題
を
提
起
し
ま
し
た
。

農
村
体
験
交
流
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
く

農
村
体
験
交
流
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
く

映
画「
ほ
た
る
の
星
」上
映
で
菅
原
浩
志
監
督
が
来
町

映
画「
ほ
た
る
の
星
」上
映
で
菅
原
浩
志
監
督
が
来
町

Ｍ
Ａ
Ｘ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｍ
東
川
米
生
産
へ
〜
稲
作
研
究
会
総
会

Ｍ
Ａ
Ｘ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｍ
東
川
米
生
産
へ
〜
稲
作
研
究
会
総
会

大
門
さ
ん
に
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
が
来
た

大
門
さ
ん
に
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
が
来
た

　

町
教
委
は
本
年
度
の
東

川
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
に
旭
岳

温
泉
の
春
菜
秀
則
さ
ん

（
66
）
、
文
化
奨
励
賞
に

11
区
、
尾
形
博
子
さ
ん

（
51
）
＝
日
本
民
謡
菅
野

孝
山
流
名
取
＝
を
選
考
し
、

３
月
９
日
、
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
授
賞
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

春
菜
さ
ん
は
、
胆
振
管

内
鵡
川
町
出
身
。
11
月
か

ら
５
月
ま
で
、
日
本
一
早
く
か
ら
遅
く
ま
で

雪
上
練
習
で
き
る
コ
ー
ス
と
し
て
、
旭
岳
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス
を
整
備
し
、

育
て
て
き
ま
し
た
。

　

１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
、
２
年
後
に

迫
っ
て
い
た
札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
日
本
代
表
選
手
の
強
化
練
習
地
に
な
っ

た
の
が
始
ま
り
。
民
宿
を
経
営
し
、
選
手
合

宿
所
と
し
て
宿
を
提
供
す
る
傍
ら
、
50
年
間

に
わ
た
っ
て
地
道
に
コ
ー
ス
整
備
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

　

旭
岳
は
、
今
で
は
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー

の
選
手
に
と
っ
て
日
本
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
聖

地
。
歴
代
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
選
手
、

大
学
、
実
業
団
チ
ー
ム
や
韓
国
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
な
ど
海
外
選
手
も
合
宿
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

尾
形
さ
ん
は
、
東
川

町
出
身
、
51
歳
。
旭
川

市
内
の
津
軽
三
味
線
日

本
民
謡
菅
野
孝
山
流
孝

山
会
の
菅
野
孝
山
家
元

に
師
事
。
21
歳
で
菅
野

粋
山
を
名
取
り
、
以
来

30
年
以
上
に
わ
た
っ
て

三
味
線
と
民
謡
の
名
人

と
し
て
舞
台
公
演
、
民

謡
講
座
、
各
学
校
の
特

別
授
業
な
ど
、
日
本
独
自
の
民
謡
文
化
を
伝

承
す
る
音
楽
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

た
子
供
た
ち
と
一
緒
に
ほ
た
る
を
育
て
て
飛

ば
す
こ
と
に
成
功
す
る
物
語
。

　

「
札
幌
出
身
で
ほ
た
る
を
見
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、
一
か
ら
ほ
た
る
の
研
究
を
し

た
」
「
物
語
は
本
当
に
あ
っ
た
話
。
山
口
県

で
撮
影
し
ま
し
た
。
一
人
の
先
生
が
赴
任
し

て
来
て
、
ほ
た
る
が
飛
ば
な
い
所
で
ほ
た
る

を
飛
ば
す
こ
と
が
で
き
た
。
実
は
登
場
し
た

先
生
は
、
次
の
年
に
別
の
学
校
に
転
勤
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
す
る
と
ほ
た
る
も
飛
ば
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
人
の
人
間
の
力
が

環
境
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
な
ん
で
す
」
な
ど
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　

３
月
14
日
、
映
画
「
ほ
た
る
の
星
」
（
２

０
０
３
年
角
川
映
画
・
シ
ネ
ボ
イ
ス
）
の
上

映
鑑
賞
会
が
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
監
督
の
菅
原
浩
志
氏
が
来
町
し
て
こ

の
映
画
で
表
現
し
た
か
っ
た
思
い
な
ど
を
語

り
ま
し
た
。

　

映
画
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
都
会
暮
ら
し
の

若
者
が
学
校
の
教
員
試
験
に
合
格
し
て
初
め

て
の
小
学
校
に
赴
任
し
、
担
任
を
受
け
持
っ

　

３
月
８
日
に
ス
キ
ー
場
営

業
を
終
え
た
キ
ャ
ン
モ
ア
ス

キ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
で
は
、
今

シ
ー
ズ
ン
小
さ
な
フ
ァ
ン
が

ず
い
ぶ
ん
増
え
た
よ
う
。
ス

キ
ー
に
訪
れ
た
小
、
中
学
生

か
ら
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
が
届
い

て
い
ま
し
た
。

　

「
チ
ョ
ッ
パ
ー
の
帽
子
手

に
入
れ
る
よ
。
大
好
き
！
」
「
来
年
も
必
ず

来
る
か
ら
ね
」
な
ど
と
う
れ
し
い
フ
ァ
ン
レ

タ
ー
の
届
き
先
は
ス
キ
ー
リ
フ
ト
運
行
係
の

大
門
清
数
さ
ん
（
45
）
。
封
筒
の
中
に
飴
や

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
も
添
え
て
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
帽
子
と
リ
フ
ト
に
乗
る
ま

で
の
間
の
ち
ょ
っ
と
し
た
お
し
ゃ
べ
り
で
小

キ
ト
ウ
シ
ス
キ
ー
場
で
初
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
国
際
カ
ッ
プ
大
会

キ
ト
ウ
シ
ス
キ
ー
場
で
初
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
国
際
カ
ッ
プ
大
会

今
年
の
ス
ポ
ー
ツ
賞
に
春
菜
さ
ん
、文
化
奨
励
賞
に
尾
形
さ
ん

今
年
の
ス
ポ
ー
ツ
賞
に
春
菜
さ
ん
、文
化
奨
励
賞
に
尾
形
さ
ん

さ
な
子
ど
も
た
ち
に
話
し

か
け
て
い
る
う
ち
、
小
、

中
学
生
か
ら
気
軽
に
話
し

か
け
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

「
学
校
の
ス
キ
ー
授
業

で
来
た
子
た
ち
の
前
で
か

ぶ
っ
た
ら
、
な
ぜ
か
大
反

響
で
…
。
子
供
た
ち
は
ふ

ざ
け
て
く
る
ん
だ
け
れ
ど
、
メ
ン
コ
イ
よ

ね
」
。

　

「
こ
の
ス
キ
ー
場
に
来
た
ら
楽
し
い
、
と

思
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
始
め
、
町
内
や
旭

川
市
内
、
美
瑛
、
東
神
楽
な
ど
、
来
場
し
た

36
校
の
児
童
、
生
徒
が
そ
の
姿
を
〝
目
撃
〞

し
て
ス
キ
ー
場
の
人
気
を
ひ
と
り
占
め
！

スポーツ賞受賞の春菜さん（左）と文化奨励賞受賞の尾形さん
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８
区
の
篠
原
猛
志
さ
ん

（
43
）
、
30
区
の
馬
場
翔

大
さ
ん
（
22
）
と
３
人
一

チ
ー
ム
で
町
内
13
カ
所
約

２
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
引

き
受
け
て
い
る
融
雪
剤
散

布
代
行
作
業
も
終
え
、
イ

ネ
の
種
も
み
の
は
種
作
業

に
向
け
て
準
備
は
順
調
。

　

「
水
田
の
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
畑
の
50

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
同
じ
」
―
。
趣
味
の
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
仲
間
で
も
あ
る
美
瑛
町
内

の
畑
作
農
家
の
友
達
が
こ
ん
な
感
想
を

話
し
た
そ
う
で
す
。
「
畑
の
30
ヘ
ク
タ

ー
ル
は
た
い
し
た
こ
と
な
い
っ
て
い
う

ん
だ
。
だ
か
ら
将
来
的
に
は
規
模
拡
大

し
て
い
き
た
い
」
と
経
営
拡
大
へ
の
意

欲
い
っ
ぱ
い
。

　

２
年
前
、
父
直
敏
さ
ん

（
46
）
の
後
を
継
い
で
就
農

し
ま
し
た
。
「
昔
か
ら
農
家

し
か
見
て
い
な
い
し
、
父
さ

ん
の
手
伝
い
も
ち
ょ
く
ち
ょ

く
し
て
い
た
の
で
、
仕
事
と

し
て
普
通
に
選
ん
だ
」
と
、

農
を
職
と
し
て
選
択
す
る
こ

と
に
た
め
ら
い
は
な
か
っ
た

そ
う
で
す
。

　

昨
年
は
田
起
こ
し
、
防
除

な
ど
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
作
業
の

ほ
と
ん
ど
を
任
せ
て
も
ら
い
、

２
年
間
の
経
験
を
経
て
、
苗

づ
く
り
か
ら
収
穫
ま
で
の
水

田
管
理
、
ハ
ウ
ス
野
菜
の
生

産
管
理
も
任
さ
れ
る
年
に
な

り
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
は

経
営
感
覚
も
本
格
的
に
試
さ

れ
る
時
期
で
す
。

ま
し
た
。

　

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
を
持
ち
寄
り
、
大

型
の
古
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
て
手

作
り
の
タ
イ
ヤ
ボ
ー
ト
も
作
っ
て
、
先

輩
３
人
と
一
緒
に
子
供
た
ち
を
乗
せ
て
、

父
の
代
わ
り
に
初
め
て
ハ
ン
ド
ル
を
握

っ
た
の
で
す
。

　

「
父
さ
ん
た
ち
が
ず
っ
と
や
っ
て
き

た
こ
と
は
知
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
今
ま

で
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
た
の
か
知
ら

な
か
っ
た
」
。
歓
声
を
あ
げ
て
喜
ぶ
子

供
た
ち
の
姿
に
、
い
っ
ぱ
い
の
充
実
感

を
感
じ
た
よ
う
で
す
。

◇

　

今
年
、
も
う
一
つ
父
か
ら
大
切
な
仕

事
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
７
南

区
の
山
中
仁
志
さ
ん
（
69
）
が
中
心
に

な
っ
て
毎
年
行
っ
て
い
る
１
日
限
定
ス

ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
ラ
ン
ド
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
。

　

東
川
養
護
学
校
の
子
供
た
ち
に
冬
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
、
と
雪
に
覆
わ
れ

た
山
中
さ
ん
の
水
田
を
利
用
し
て
ス
ノ

ー
モ
ー
ビ
ル
を
走
ら
せ
、
子
供
た
ち
に

思
う
存
分
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
、
と
い

う
企
画
。
父
直
敏
さ
ん
、
篠
原
さ
ん
、

そ
し
て
北
町
３
丁
目
の
森
本
大
記
さ
ん

（
43
）
４
人
の
仲
間
で
毎
年
続
け
て
き

8585今、生き生きと 農業

梶畑  宏弥（かじはた  ひろや）さん

　

「
今
年
は
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
を
見
つ
け
ら
れ
る
年
に
し

た
い
。
ま
だ
こ
れ
を
や
り
た
い
、

と
い
う
も
の
は
な
い
け
れ
ど
、

使
っ
て
い
な
か
っ
た
ハ
ウ
ス
を

利
用
し
て
何
か
考
え
て
み
た

い
」
。
就
農
３
年
目
、
今
は
東

川
町
農
協
青
年
部
（
約
40
人
）

の
最
年
少
組
合
員
で
す
が
、
今

年
も
新
規
就
農
の
後
輩
が
新
た

な
仲
間
に
加
わ
っ
て
く
る
の
で
、

先
輩
の
一
人
と
し
て
、
や
り
が

い
の
あ
る
農
業
の
形
を
模
索
し

始
め
て
い
ま
す
。

養護学校の子供たちを乗せてスノーモービルを運転（今年２月、山中さんのほ場で）

今年の鏡開きもにぎやかに
（1月16日、B&G海洋センター）

篠原さん、馬場さん（左から）と3人チームで融雪剤散布作業を順調に
終えました

梶畑 宏弥さん（23） 東雲
道立旭川農業高校を経て道立農業大
学校（十勝管内本別町）の稲作経営
専攻コース卒業（２カ年）。拓殖大学
短期大学（深川）で２年間研修し、水
田農業経営の基礎を学びました。就
農３年目、水田を中核に、畑では露地
長ネギ、ハウス栽培のホウレン草を生
産する約18㌶の中核水田農家の後
継者。
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貸し出し図書
ビデオ紹介

文化交流館
☎82－4245

映
画
監
督
、菅
原
浩
志
氏
の
作
品「
ほ
た
る
の
星
」か
ら

　

東
川
町
文
化
芸
術
招
へ
い
委
員
会
（
長
澤
義

博
会
長
）
が
、
札
幌
市
出
身
の
映
画
監
督
、
菅

原
浩
志
氏
を
招
へ
い
し
て
ほ
た
る
の
星
の
上
映

会
を
開
い
た
。
３
５
０
人
以
上
の
人
々
で
会
場

は
ぎ
っ
し
り
と
詰
ま
っ
て
い
た
。
ほ
た
る
の
星

も
山
口
県
か
ら
実
話
を
映
画
化
し
た
も
の
だ
と

い
う
。
地
域
の
小
学
生
な
ど
が
実
に
生
き
生
き

と
役
を
演
じ
て
い
る
。

　

主
人
公
は
新
人
の
教
師
と
子
供
た
ち
。
初
赴

任
す
る
学
校
で
子
供
た
ち
と
協
働
で
ホ
タ
ル
を

飼
育
、
放
流
す
る
話
で
あ
る
。
心
に
深
く
沁
み

込
ん
で
く
る
も
の
が
い
く
つ
も
あ
る
。

　

そ
れ
は
地
域
の
人
々
の
温
か
さ
や
家
族
愛
の

大
切
さ
、
教
師
と
担
任
先
生
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
姿
勢
の
大
切
さ
、
夢
を
も
っ
て
努
力

す
る
大
切
さ
、
人
々
の
「
Ｗ
ａ
（
話
、
和
、

輪
）
」
の
大
切
さ
で
あ
り
、
や
る
気
を
起
こ
す

こ
と
の
大
切
さ
、
環
境
の
大
切
さ
、
命
の
大
切

さ
、
自
然
の
厳
し
さ
な
ど
で
あ
る
。
視
覚
と
聴

覚
を
通
じ
て
、
大
切
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
映
画
の
意
義
は
大
き
い
。

　

最
近
、
未
成
年
の
人
た
ち
が
「
殺
人
」
と
い

う
信
じ
ら
れ
な
い
凶
悪
な
犯
罪
を
起
し
て
い
る
。

な
ぜ
だ
ろ
う
。

　

か
つ
て
は
農
家
ど
こ
に
で
も
飼
育
動
物
が
い

て
、
必
ず
別
れ
の
時
が
や
っ
て
き
た
。
私
た
ち

は
、
こ
の
別
れ
を
通
じ
て
「
命
」
の
大
切
さ
を

体
験
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
、
学
校
で
は
児
童

が
動
物
を
飼
育
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
飼

育
を
通
じ
て
学
ぶ
体
験
は
、
子
ど
も
の
成
長
過

程
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
を
学
ぶ
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
命
の
大
切
さ

も
体
験
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
映
画
は
、

実
際
の
飼
育
体
験
を
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い

う
場
合
で
あ
っ
て
も
、
映
像
と
い
う
限
ら
れ
た

疑
似
空
間
の
中
で
模
擬
体
験
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
。
映
画
を
通
じ
て
、
親
子
で
大
切
な
も

の
を
学
ぶ
鑑
賞
会
が
毎
年
あ
っ
て
も
良
い
と
感

じ
た
。

　

さ
て
、
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
る
中
で
、
菅
原

監
督
は
地
方
発
の
映
画
、
地
方
か
ら
都
市
へ
向

か
っ
て
の
発
信
が
必
要
、
と
説
く
。
女
優
の
高

橋
恵
子
さ
ん
も
北
海
道
出
身
、
な
ど
と
北
海
道

が
大
好
き
な
俳
優
な
ど
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い

う
。
地
域
が
熱
く
な
る
北
海
道
発
の
映
画
を
作

ろ
う
と
夢
が
膨
ら
ん
だ
。
努
力
し
た
い
も
の
で

あ
る
。

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

貸し出し図書
ビデオ紹介

文化交流館
☎82－4245

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストをお受けしています★
1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間

貸し出し検索 

☞  
http://www.lib-finder2.net/higashikawa/servlet/Index

宮沢賢治「旭川。」より（絵本）
宮沢 賢治：原作　あべ 弘士：文・画

　大正12年夏、旧樺太（サハリ
ン）へ向う旅の途中に宮沢賢治
が降り立った旭川駅。そしてそ
の日の昼、再び賢治が出発する
までの短い時間、辻馬車を走ら
せて書いた一篇（いっぺん）の
詩。早朝の朝もやの中、旭川の
まちはすでに起き始めていまし
た。その様子は、賢治の目にど
こか異国のように映ったので
しょう。旭川在住の絵本作家が
その詩をもとに描いた創作絵本。

ほたるの星（DVD）
出演: 小澤征悦, 山本未來　販売元: 角川書店

　都会で働いていた主人公の三輪元は、小
学校時代の恩師にあこがれて教員を志して
いた。何度も教員採用試験を受け、ようやく
念願かなって山口県の小さな小学校に赴任
する。クラス担任を受け持ち、そこで複雑な
家庭環境で心を閉ざした少女、星比加里と
出会った。ある時、ふとしたことをきっかけに、
クラスでホタルを飼育することに。比加里も
ホタルの飼育を通して心を開いていく。その
時ホタルを放流する予定の川で護岸工事
が行われることが分かり、子供たちと一緒に
なって川を守る運動をはじめた。（１０１分）

悲嘆の門　上・下（一般書）
宮部みゆき：著　毎日新聞社：刊

　日本を縦断して死体を切り取
る戦慄（せんりつ）の殺人事件が
発生した。人々が噂する“それ”が
ネット上の噂を追う大学１年生、
孝太郎と退職した刑事、都築の
前に姿を現した。「輪（サークル）」
と呼ばれる異世界から、それはな
ぜ現れたのか。目的は何か？　ミ
ステリーを超えファンタジーを超
えた宮部みゆきの新世界、開幕。

松
岡
市
郎

映
画
監
督
、菅
原
浩
志
氏
の
作
品「
ほ
た
る
の
星
」か
ら
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大雪山の素顔
大雪の山に迫る招かざる動物
　春になって、大雪山麓の森では動物たちの活動が
活発になってきています。運が良ければ直接その姿
を見つけることができますが、警戒心の強い野生動
物を見ることはなかなか困難です。でもこの時期、残
雪や泥の上に残っている足跡なら容易に見ることが
できます。
　キツネやウサギ、シカ、リスなどが代表的なもので
す。ところが、ここ数年見慣れない足跡を見るように
なっています。それは川や沼などの水辺から水辺へ
渡る赤ん坊の手のような形の足跡です。
　その正体はアライグマ。北米を原産地としてカナダ
南部から北・中央アメリカに広く分布しています。日
本、ヨーロッパ、ロシアなどでは、ペットが野生化して
定着し始めています。
　一夫多妻で、オスは２歳、メスは１歳から繁殖可能
になり、春先に３～６頭の子供を出産します。繁殖に
失敗した場合は再度交尾して出産する非常に高い繁
殖力を持っています。
　木登りや泳ぎが上手で、冬の間は樹洞を利用して
巣づくりし、牛舎や人家の納屋で餌をあさるなど、人

間の生活環境に適応する能力も高いのです。北米で
は、ピューマなど大型肉食獣の天敵がいるのですが、
日本にはその天敵がいないので分布を広げているの
です。
　５本の長い指を器用に使うことができるので、スイ
カやメロンなどは皮の一部を切り取り、そこからきれ
いに中身を食べます。トウモロコシは、毛のある上側
から表皮をはいできれいに食べる特徴があり、他の
動物の食痕跡と区別することができます。また皮膚
病の疥癬（かいせん）、狂犬病、アライグマ回虫など
の病原体を持っていて、在来野生動物への媒介が懸
念されています。
　人間の生活に適応して農作物に被害を与え、病原
体や生活圏の重複など在来動物たちにとっての脅威
にもなっているのです。
　アライグマのように外来生物法の特定外来種に指
定されている動物に対して、私たちにできることは早
期に発見して地域の環境の変化を観察することです。
この春はじっくり自然に目を向けてはいかがでしょう
か？

　

２
年
間
ご
愛
読
い
た
だ
い
た
「
本
で
知
る
ふ

る
さ
と
の
山
」
に
続
い
て
、
５
月
号
か
ら
新
コ

ラ
ム
「
世
界
を
知
ろ
う
！
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

　

昨
年
か
ら
町
の
国
際
交
流
員
と
し
て
地
域
活

性
課
で
活
躍
し
て
い
る
ク
リ
ス
タ
・
ボ
グ
ダ
ノ

ヴ
ァ
さ
ん
（
ラ
ト
ビ
ア
）
、

シ
ッ
シ
ャ
ノ
ッ
ク
・
ホ
ン

テ
ィ
ッ
パ
ラ
ッ
ト
さ
ん
（
タ

イ
）
、
３
年
目
の
ユ
ン
・
ソ
ヒ

さ
ん
（
韓
国
）
に
加
え
て
、
今

年
後
半
か
ら
は
新
た
に
中
国
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
か
ら
来
町
予

定
の
新
国
際
交
流
員
２
人
も
順

次
登
場
予
定
。
ど
ん
な
話
題
が

飛
び
出
す
か
。
国
際
色
豊
か
な

お
話
を
お
楽
し
み
に
。

筆
者
紹
介

▼
ク
リ
ス
タ
・
ボ
グ
ダ
ノ
ヴ
ァ
さ
ん
＝
ニ
ッ
ク

ネ
ー
ム
は
ク
リ
ス
タ
さ
ん
。
ラ
ト
ビ
ア
出
身
、

28
歳
。
昨
年
８
月
か
ら
町
国
際
交
流
員
。

　

「
ラ
ト
ビ
ア
の
生
活
習
慣
、
お
祭
り
、
料
理

や
日
本
と
ラ
ト
ビ
ア
の
交
流
の
様
子
、
ラ
ト
ビ

ア
で
有
名
な
日
本
文
化
を
紹
介
し
ま
す
」
。

　

ラ
ト
ビ
ア
大
学
日
本
語
専
攻
修
士
卒
業
。
学

生
時
代
に
山
形
大
学
に
留
学
。
趣
味
は
旅
行
、

料
理
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
。

▼
シ
ッ
シ
ャ
ノ
ッ
ク
・
ホ
ン
テ
ィ
ッ
パ
ラ
ッ
ト

さ
ん
＝
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は
ノ
ッ
ク
さ
ん
。
タ
イ

出
身
、
26
歳
。
昨
年
８
月
か
ら
町
国
際
交
流
員
。

　

「
タ
イ
国
の
こ
と
、
私
が
日
本
に
来
て
よ
く

聞
か
れ
た
こ
と
、
自
分
の
経
験
か
ら
感
じ
る
日

本
と
タ
イ
の
生
活
習
慣
、
文
化
の
違
い
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
」
。

　

日
本
の
漫
画
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
料
理
を

き
っ
か
け
に
、
高
校
か
ら
日
本
語
の
勉
強
を
始

め
ま
し
た
。
タ
イ
・
ア
サ
ン

プ
シ
ョ
ン
大
学
卒
業
（
ビ
ジ

ネ
ス
日
本
語
専
攻
）
。
日
本

語
通
訳
、
日
本
語
教
師
の
経

験
。
趣
味
は
旅
行
、
写
真
、

ケ
ー
キ
作
り
な
ど
。

▼
尹
昭
熙
（
ユ
ン
・
ソ
ヒ
）

さ
ん
＝
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は
ユ

ン
さ
ん
。
韓
国
出
身
、
25
歳
。

２
０
１
３
年
４
月
か
ら
町
国

際
交
流
員
。

　

「
当
た
り
前
と
思
っ
て
き

た
母
国
・
韓
国
の
こ
と
、
日
本
で
気
づ
い
た
韓

国
文
化
や
生
活
習
慣
な
ど
を
お
話
し
ま
す
。

『
私
に
と
っ
て
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
質
問
』

も
紹
介
し
ま
す
」
。

　

韓
国
・
大
田
大
学
校
卒
業
（
日
本
語
日
本
文

学
専
攻
）
。
日
本
語
教
員
資
格
（
韓
国
の
高
校

レ
ベ
ル
）
。
高
校
時
代
に
読
ん
だ
日
本
の
小
説

で
日
本
に
興
味
を
持
ち
、
北
海
学
園
大
学
（
札

幌
）
で
１
年
間
交
換
留
学
生
。
趣
味
は
読
書
、

弓
道
、
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
。

N
atu

re C
o
lu

m
n

（
ネ
ー
チ
ャ
ー 

コ
ラ
ム
）

自
然
ガ
イ
ド
な
ど
で
活
躍
す
る
人
た
ち
を
リ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

大雪山の素顔

N

自

プ
ロ
ロ
ー
グ

ガイドオフィス風  代表  鳥 羽 晃 一

！

世界
を知
ろう
！

世界
を知
ろう！

世界
を知
ろう！

世界
を知
ろう
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A word from another world

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴノマナビカタ

A word from another worldNo.43
Hello!   Taylor Burnett 

Hello Higashikawa! It's time for my !rst article! I want to talk about how very welcoming 
Higashikawa is. 
One of my favourite things about Higashikawa is saying 'ohaio gozaimas' to everyone in the 
morning. I was very surprised by it when I !rst arrived, but now I really like it! In my 
hometown, it would be very strange to say 'good morning' to someone you did not know 
very well. Often, at my university, we would avoid eye contact so we didn't have to say 
anything at all. Some of my friends would only say 'hey' or even grunt at me in acknowl-
edgement. I guess we are not morning people! It always puts a smile on my face when 
people say good morning to me in Higashikawa. 
I particularly like running into my students outside of class because I can make them 
practice English with me (I'm a mean teacher!). Instead of 'ohaio gozaimas' I make them 
say 'good morning' or 'hello'. "en I always ask 'how are you?' (I'm spilling all of my 
teacher secrets, so students take note! Have your response ready!). Everyone is a good sport 
and responds to me. 
If you see me around town, don't be afraid to say 'good morning' or 'ohaio gozaimas'. My 
Japanese is still not very good, but I'm always happy to speak English! 

第117回

Slow and steady wins the race.
（急がば回れ！）

　３月２日、キャンモアスキービレッジで「スノーボード国際カッ
プin東川大会」が開催されました。13カ国から60人以上の選手が
参加する国際色豊かな大会。その大会本部での会話。
　「宮地さん、スピードラーニングっていいんかい？」。出た！この
質問、何回聞かれたことか。そのたびに私の中のこだわりが強す
ぎて言葉に詰まっていました。ところが今回は、その場に居合わ
せた町長がさらっと「そりゃベース（元となる力）がないと（だめ

さ）」と答えてくれました。そうなんです！それに尽きます。もしか
したら石川亮くんには良かったかもしれない。でも町長の言葉通り
「基礎力」がないと、ただ無駄にしてしまうだけです。かく言う町
長は、どの国の人とでもさらっと英語で話します。スピーチだって
英語（大会授賞式では、それを私が日本語に通訳する、というお
かしなことになったくらい）。そんな町長の言ったことだから信頼
性がありますね。
　で、時は４月。もっと安上がりで効果抜群の“あれ”が始まりま
す。そう、NHKのテレビ、ラジオの英会話番組です。書店には無
料の番組案内が置いてあります。NHKのホームページにも放送
時間等の情報があります。もう英語は完璧だ、という人でもない限
りは、きっと自分に合ったレベルの放送があります。ぜひ一日15分
間を積み重ねましょう。私が高校生のころはラジオ番組のことは
知らなかったので、テレビで勉強していました。うちの子供たちは
最初からラジオ派でした。効果絶大でしたよ。
　Slow and steady wins the race.という言葉もあります。スピー
ドという言葉に近道があるかのような錯覚を持ちませんように。
着実に積み重ねましょう。

（訳：宮地晶子）

ハロー！　テイラー・バーネット
　コンニチワひがしかわ！やっと私の順番がきました。東川がいかに好意的な感じがするかをお伝えしましょう。
東川の好きなところの一つが、朝だれもが「お早うございます」と言うところ。この町に来た当初はとても驚きましたが、今では大変気
に入っています。郷里では、あまり知らない人に「グッドモーニング」というのは、とても奇妙な感じ。大学では、大体何も言わなくても
済むようにアイコンタクトを避けたりしていたものです。友だちも気がついたら「よう」とか「ふん」とか言うくらい。まあみんな朝方人
間じゃない、ということでしょうか。東川ではみなさんが「おはよう」と言ってくれるので、いつも笑顔になります。
　特に子供たちに町でばったり会うのが好きです。英語の練習をさせることができるから（面倒くさい先生でしょ！）。子供たちには
「おはようございます」ではなく「グッドモーニング」とか「ハロー」と言わせます。みんないい子なので応えてくれます。そして必ず私が
「ハウ・アー・ユー？」とたずねます。（これ、秘密にしてたけれど。いい？これからは返事の用意をしておいてね！）
　町で見かけたら気後れしないで、「グッドモーニング」とか「おはようございます」とか言ってくださいね。私の日本語はまだまだです
が、いつでも喜んで英語で話しますよ！

【ちょっと豆知識】宮地晶子

テイラーさんはいい人だから、英語
の練習をさせようとしてくれている
のですね。でも、一般的に「How 
are you?」と聞かれるのは、私たち
にとってちょっと苦痛に感じません
か。教科書風に「I’m fine, thank 
you.  And you?」と答えるのもちょ
っと照れるし…。そこで今回は奥の
手を。それはね、先手を打つことで
す。先に” How are you?” と聞い
てしまう。どうです？私はこれで切
り抜けています。
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　 俳　

句

春
風
に
囀
る
群
の
指
揮
は
だ
れ

啓
蟄
や
這
い
出
す
者
は
我
な
る
か

春
光
が
我
が
町
内
の
名
前
な
り

暫
く
は
許
し
て
し
ま
う
牡
丹
雪

雪
解
川
輓
馬
の
如
く
大
海
へ

一
瞬
の
間
合
い
春
鹿
翻
る

春
の
宿
地
酒
と
訛
の
お
も
て
な
し

春
風
に
い
つ
か
や
さ
し
き
身
の
こ
な
し

前
を
行
く
人
も
見
上
げ
る
春
の
月

あ
の
街
に
帰
ろ
う
光
る
ね
こ
や
な
ぎ

優
し
さ
を
こ
の
地
に
記
し
歩
む
春

ジ
ー
ン
ズ
に
詰
め
込
む
肢
体
春
来
た
る

春
の
陽
が
銀
ラ
メ
平
野
に
散
り
ば
め
て

春
浅
し
つ
か
の
間
休
む
道
の
駅

し
ん
が
り
は
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
鳥
雲
に

頬
撫
で
る
風
新
し
き
春
の
旅

青
雲
の
夢
を
い
だ
き
し
春
思
う

目
を
凝
ら
し
芽
生
え
さ
が
し
て
散
歩
道

春
寒
し
同
齢
の
訃
の
た
て
つ
づ
け

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

横　
田　
則　
子

若　
田　
　
　
久

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

若　
田　
　
　
郁

本　
田　
　
　
咲

佐
々
木　
り　
え

山　
内　
み　
ゆ

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
ろ　
ば

高　
橋　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

保　
科　
な　
ほ

徳　
光　
吐　
苦

俳　

句

俳　

句

人
生
を
拓
く

ひ
ら

11

　

と
も
に
東
川
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
益
夫

さ
ん
26
歳
、
喜
久
子
さ
ん
23
歳
の
１
９
５
５

（
昭
和
30
）
年
に
お
見
合
い
結
婚
。
２
人
の
息

子
を
育
て
ま
し
た
。

　

益
夫
さ
ん
は
農
家
の
三
男
。
尋
常
小
学
校
卒

業
後
の
１
９
４
２
（
昭
和
1７
）
年
、
13
歳
で
川

崎
市
内
の
鉄
工
所
に
旋
盤
工
見
習
い
に
。

　

３
年
目
の
昭
和
20
年
３
月
10
日
、
ひ
と
月
後

に
故
郷
に
疎
開
予
定
だ
っ
た
直
前
の
夜
、
多
摩

川
対
岸
の
東
京
大
空
襲
を
目
の
当
た
り
に
経
験

し
ま
し
た
。

　

「
爆
弾
が
バ
ラ
バ
ラ
と
ま
と
ま
っ
て
落
ち
て

き
た
ん
だ
。
ど
こ
ま
で
が
火
の
区
切
り
な
の

か
…
。
焼
け
野
原
の
先
に
渋
谷
、
大
井
町
あ
た

り
ま
で
見
え
た
。
あ
ん
な
経
験
は
思
い
出
し
た

く
も
な
い
。
帰
っ
て
き
た
時
は
極
楽
み
た
い
な

も
の
だ
っ
た
ね
」
。

旭
川
市
内
の
小
さ
な
木
工
場

を
経
て
小
西
木
材
に
。
53
歳

ま
で
25
年
間
勤
め
、
そ
の
後

72
歳
ま
で
20
年
間
、
職
業
訓

練
指
導
員
と
し
て
東
川
の
知

的
障
害
者
通
所
施
設
（
当
時
）

に
勤
め
ま
し
た
。
故
小
西
義

道
社
長
か
ら
は
「
何
で
も
い

い
か
ら
資
格
を
取
っ
て
お
け
」

と
言
わ
れ
、
そ
れ
を
道
標
に

頑
張
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

喜
久
子
さ
ん
は
15
歳
の
時
か
ら
25
年
間
、
旭

川
林
務
署
の
東
川
苗
ほ
（
現
東
川
農
業
振
興
社

畑
地
と
町
有
ぶ
ど
う
畑
）
に
勤
め
ま
し
た
。

　

結
婚
の
翌
年
、
長
男
が
生
ま
れ
る
と
乳
飲
み

子
を
背
負
っ
て
仕
事
場
へ
。
午
前
６
時
半
、
湯

た
ん
ぽ
を
入
れ
て
毎
日
自
転
車
で
通
い
ま
し
た
。

　

「
休
憩
時
間
ご
と
に
お
乳
を
吸
わ
せ
て
、
お

む
つ
を
取
り
替
え
て
、
寝
か
し
つ
け
て
、
み
ん

な
が
仮
眠
し
て
い
る
昼
休
み
に
お
む
つ
を
洗
濯

し
て
ね
…
」
。

　

共
働
き
で
無
理
を
重
ね
、
40
歳
過
ぎ
か
ら
リ

ウ
マ
チ
が
悪
化
、
手
足
の
痛
み
で
動
け
な
く
な

る
こ
と
も
。
今
も
自
宅
療
養
を
続
け
て
い
ま
す
。

歩
行
の
た
め
に
愛
用
し
て
い
る
の
は
、
孫
娘
が

赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
時
に
使
っ
て
い
た
乳
母
車
。

益
夫
さ
ん
が
手
押
し
車
に
改
良
し
、
て
い
ね
い

に
使
い
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

夫
唱
婦
随
で
結
婚
60
年
を
迎
え
た
今
年
３
月
、

思
い
が
け
な
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
―
。
息
子
た
ち

が
旭
岳
温
泉
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
招

待
を
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
そ
の

発
案
を
し
た
の
が
い
ま
や
27
歳
に

な
っ
た
孫
娘
。
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

パ
パ
を
ど
う
や
っ
て
育
て
た
の
？

っ
て
私
に
聞
く
の
」
。

　

駆
け
抜
け
た
日
々
は
、
今
改
め

て
輝
き
を
増
し
、
か
け
が
え
の
な

い
宝
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

し
の　
　

は
ら         

ま
す 　
　

 

お 
　
　
　
　
　
　
　
　

  

き    

く    

こ     

＝
西
町
２

篠　

原　

益　

夫
さ
ん
（
86
）

喜
久
子
さ
ん
（
83
）
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人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

◆
東
川
養
護
学
校

　
教
諭　
山
崎
淳
也
（
美
深
高
等
養
護

学
校
教
頭
）
▼
同　
穴
田
哲
也
（
旭
川

養
護
学
校
）
▼
同　
廣
瀬
功
（
北
見
支

援
学
校
）
▼
同　
赤
川
殉
（
旭
川
養
護

学
校
）
▼
同　
藤
川
昌
貴
（
雨
竜
高
等

養
護
学
校
）
▼
同　
井
上
志
帆
（
札
幌

養
護
学
校
）
▼
同　
清
水
麻
希
子
（
室

蘭
養
護
学
校
）
▼
同　
清
水
輝
夫
（
伊

達
高
等
養
護
学
校
）
▼
寄
宿
舎
指
導
員

細
田
道
聡
（
新
篠
津
高
等
養
護
学
校
）

▼
主
任
主
事　
鈴
木
英
理
（
胆
振
教
育

局
道
立
学
校
運
営
支
援
室
主
任
）

【
退
職
】
（
３
月
31
日
）

　
河
野
祐
史
（
東
川
第
二
小
学
校
校
長
）

▼
北
村
有
紀
子
（
東
川
第
二
小
学
校
教

諭
）
▼
上
田
修
一
（
東
川
小
学
校
事
務

職
員
）
▼
上
西
豊
春
（
東
川
中
学
校
事

務
職
員
）
▼
吉
森
光
敏
（
東
川
養
護
学

校
教
頭
）
▼
進
泰
助
（
東
川
養
護
学
校

教
諭
）
▼
船
田
麻
依
（
東
川
養
護
学
校

教
諭
）
▼
柳
川
龍
一
（
東
川
養
護
学
校

専
門
寄
宿
舎
指
導
員
）

【
転
入
】

◆
東
川
小
学
校

　
教
諭　
若
井
旭
人
（
旭
川
市
立
近
文

小
学
校
）
▼
同　
脇
坂
康
（
東
神
楽
町

立
東
聖
小
学
校
）
▼
同　
中
村
美
楠
子

（
旭
川
市
立
台
場
小
学
校
）
▼
同　
奥

山
祥
子
（
愛
別
町
立
愛
別
小
学
校
）
▼

同　
森
優
也
（
旭
川
市
立
千
代
田
小
学

校
）
▼
再
任
用　
河
野
祐
史
（
東
川
第

二
小
学
校
校
長
）
▼
事
務
主
任　
長
田

伸
司
（
旭
川
市
立
明
星
中
学
校
）

◆
東
川
第
一
小
学
校

　
教
諭　
森
弘
美
（
旭
川
市
立
共
栄
小

学
校
）

　
４
月
１
日
付
け
で
町
内
各
公
立
学
校
、

道
立
学
校
の
教
職
員
の
人
事
異
動
が
あ

り
ま
し
た
。

【
転
出
】

◆
東
川
小
学
校

　
教
諭　
喜
多
康
洋
（
占
冠
村
立
占
冠

中
央
小
学
校
教
頭
）
▼
同　
坂
本
富
貴

彦
（
旭
川
市
立
愛
宕
小
学
校
）
▼
同　

川
上
麻
衣
子
（
旭
川
市
立
忠
和
小
学
校
）

▼
同　
岡
野
佳
奈
美
（
東
神
楽
町
立
東

神
楽
小
学
校
）
▼
同　
河
野
翼
（
旭
川

市
立
神
居
小
学
校
）
▼
期
限
付
教
諭　

西
岡
佳
▼
期
限
付
栄
養
教
諭　
北
野
未

来
▼
同　
河
合
真
美

◆
東
川
第
三
小
学
校

　
教
頭　
指
川
文
徳
（
士
別
市
立
士
別

中
学
校
教
頭
）

◆
東
川
中
学
校

　
教
諭　
金
山
達
也
（
占
冠
村
立
ト
マ

ム
中
学
校
教
頭
）
▼
同　
寺
原
慎
（
旭

川
市
立
啓
北
中
学
校
）
▼
同　
中
村
雅

美
（
東
神
楽
町
立
東
神
楽
中
学
校
）
▼

同　
水
上
仁
美
（
東
川
養
護
学
校
）
▼

同　
鳥
本
匡
洋
（
旭
川
市
立
北
門
中
学

校
）
▼
同　
柳
澤
麻
弥
（
旭
川
市
立
愛

宕
中
学
校
）

◆
東
川
高
等
学
校

　
教
諭　
狩
野
敬
一
（
旭
川
北
高
等
学

校
）
▼
期
限
付
教
諭　
鷲
見
広
明
▼
事

務
主
任　
星
野
博
（
長
沼
高
等
学
校
）

　
東
川
町
、
東
川
町
教
育
委
員
会
は

４
月
1
日
付
け
で
人
事
異
動
を
行
い

ま
し
た
。

東
川
町
（
4
月
1
日
）

　
写
真
の
町
課
写
真
の
町
推
進
室
主
任

　
下
込
純
平
（
研
修
派
遣
終
了
）
▼
保

健
福
祉
課
保
健
指
導
室
保
健
師　
太
田

早
苗
（
新
採
用
）
▼
産
業
振
興
課　
農

林
振
興
室
主
事　
岡
本
拓
也
（
同
）
▼

税
務
課
課
税
室
同　
西
村
竜
輝
（
同
）

▼
企
画
総
務
課
企
画
財
政
室
同　
畑
山

美
里
（
同
）

＝
3
月
31
日
付
け
＝

　
研
修
派
遣　
谷
地
祐
紀
（
企
画
総
務

課
企
画
財
政
室
主
事
）

【
退
職
】
（
３
月
31
日
）

　
松
倉
利
充
（
産
業
振
興
課
主
幹
）
▼

菅
沼
輝
男
（
教
育
委
員
会
子
ど
も
未
来

課
長
）
▼
石
持
美
帆
（
保
健
福
祉
課
保

健
指
導
室
保
健
師
）

東
川
町
教
育
委
員
会
（
4
月
1
日
）

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長　
菅
沼
輝

男
（
再
任
用
）
▼
保
健
福
祉
課
社
会
福

祉
室
主
任
（
東
神
楽
町
派
遣
）　
多
羽

田
尚
樹
（
幼
児
セ
ン
タ
ー
主
任
）
▼
学

校
教
育
課
教
育
推
進
室
主
任
（
東
川
中

学
校
派
遣
）
越
高
大
輔
（
子
ど
も
未
来

課
主
事
）

◆
東
川
第
二
小
学
校

　
校
長　
西
分
健
二
（
旭
川
市
立
青
雲

小
学
校
教
頭
）

◆
東
川
第
三
小
学
校

　
教
頭　
三
木
勝
仁
（
北
海
道
立
教
育

研
究
所
附
属
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー
主
査
）

◆
東
川
中
学
校

　
教
諭　
鳥
羽
啓
央
（
愛
別
町
立
愛
別

中
学
校
）
▼
同　
池
内
泰
斗
（
富
良
野

市
立
富
良
野
東
中
学
校
）
▼
同　
森
洋

（
旭
川
市
立
啓
北
中
学
校
）
▼
同　
柴

田
晃
宏
（
剣
淵
町
立
剣
淵
中
学
校
）
▼

事
務
主
任　
菊
地
康
子
（
名
寄
市
立
名

寄
中
学
校
）

◆
東
川
高
等
学
校

　
教
諭　
河
渡
恵
子
（
上
ノ
国
高
等
学

校
）
▼
同　
真
部
真
裕
美
（
湧
別
高
等

学
校
）
▼
同　
大
石
貴
也
（
旭
川
工
業

高
等
学
校
）
▼
事
務
主
任　
石
田
義
明

（
長
沼
高
等
学
校
）

◆
東
川
養
護
学
校

　
教
頭　
渡
邊
準
治
（
室
蘭
養
護
学
校

教
頭
）
▼
教
諭　
小
林
昌
子
（
旭
川
盲

学
校
）
▼
同　
佐
々
木
満
代
（
旭
川
養

護
学
校
）
▼
同　
中
西
清
典
（
鷹
栖
養

護
学
校
）
▼
同　
舘
野
裕
（
小
平
高
等

養
護
学
校
）
▼
同　
佐
藤
章
江
（
釧
路

養
護
学
校
）
▼
同　
藤
川
明
美
（
旭
川

養
護
学
校
）
▼
同　
水
上
仁
美
（
東
川

中
学
校
）
▼
同　
酒
井
薫
（
稚
内
養
護

学
校
）
▼
同　
貫
田
紗
知
（
帯
広
盲
学

校
）
▼
講
師　
安
田
容
熙
（
拓
北
養
護

学
校
）
▼
寄
宿
舎
指
導
員　
橘
内
守

（
紋
別
養
護
学
校
）
▼
同　
細
田
浩
子

（
鷹
栖
養
護
学
校
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
　
前
東
川
町
立
東
川
第
二
小
学
校
長

河　
野　
祐　
史

　
東
川
第
二
小
学
校
に
二
年
間
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
た
び
定
年
退
職

と
な
り
ま
し
た
。

　
雄
大
な
大
雪
山
の
麓
、
東
川
町
で
過

ご
し
た
二
年
間
は
、
豊
か
な
水
と
お
い

し
い
お
米
に
恵
ま
れ
、
す
ば
ら
し
い
子

ど
も
た
ち
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
と

出
会
う
こ
と
が
で
き
た
思
い
出
多
い
二

年
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
が
一
体
と
な
っ
て
、
東
川
町
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
熱
意

に
敬
意
を
表
し
、
学
校
へ
の
厚
い
ご
支

援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
第
二
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

夢
と
希
望
を
も
っ
て
学
ぶ
こ
と
の
で
き

る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
、
保
護
者
の

皆
さ
ま
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
地
域
一
体

と
な
っ
た
教
育
を
実
践
で
き
ま
し
た
こ

と
は
大
き
な
喜
び
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
東
川
町
の
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
と
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
お
礼
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東
川
町
関
係
人
事

東
川
町
関
係
人
事

教
職
員
人
事

教
職
員
人
事

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ
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ゴーカート無料券 ケビン利用半額券 キトウシパークゴルフ無料券 親水パークゴルフ無料券

平成27年度シーズン中に限り有効平成28年3月まで有効 平成27年度シーズン中に限り有効AM9:30～PM5:00/平成27年開園中のみ有効
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＜
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線＞

＜

キ
リ
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線＞

＜

キ
リ
ト
リ
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氏　名

住　所

ＴＥＬ

氏　名

住　所

ＴＥＬ

氏　名

住　所

ＴＥＬ

氏　名

住　所

ＴＥＬ

お問い合わせは　（株）東川振興公社　☎82-2632

【注意事項】
①本券１枚で１名様に限り利用料
　金が無料
②本券ご利用の際には受け付けに
　ご提示ください
③本券利用は東川町民に限ります
④複製したものは利用できません

【注意事項】
①本券１枚で１棟１泊分の利用料金が半額
　になります
②本券ご利用の際には必ずご予約願います
③土・祝前日は使用できません。ゴールデ
　ンウィーク、夏・冬休み期間中などご利
　用できない期間があります。詳細はお問
　い合わせください
④本券利用は東川町民に限ります
⑤複製したものは利用できません

【注意事項】
①本券１枚で１名様に限り無料
②本券ご利用の際には受け付けにご提示
　ください
③大会、貸し切り等でご利用できない場
　合があります
　AM8:00～PM6:00（受け付けはPM5:00
　まで）
④本券利用は東川町民に限ります
⑤複製したものは利用できません

【注意事項】
①本券１枚で１名様に限り無料
②本券ご利用の際には受け付けにご提示
　ください
③大会、貸し切り等でご利用できない場
　合があります
　AM8:00～PM6:00（受け付けはPM5:00
　まで）
④本券利用は東川町民に限ります
⑤複製したものは利用できません

キトウシ森林公園
シーズン・イン

４月オープン予定
  4日㈯親水河川公園パークゴルフ場
　　　     （４コース36ホール、国際公認コース285号）

 11日㈯キトウシパークゴルフ場
　　　  　（５コース45ホール、国際公認コース211号）

25日㈯キャンプ場オープン
　　　　ゴーカート運行開始
　　　　 （カタクリ群生の林間コースで春の息吹を満喫）

貸し別荘ケビン全館リニューアル！
●Ａタイプ（一般タイプ）　Ｂタイプ（メゾネット・パーティーケビン）
　Ｃタイプ（メゾネット・パーティーケビン、サウナ付き）
　※全タイプ８人まで宿泊可、浴室、トイレ、洗濯・洗面リネン室完備
　Ａタイプ…18,900円（１棟１泊）　Ｂタイプ…22,050円（同）
　Ｃタイプ…26,250円（同）
●ふるさと生活体験の家
　宿泊（30人まで宿泊可能）…7,560円（シャワー室完備、最低人数６人
　宿泊時の１泊料金、お一人増えるごとに１泊料金に1,260円追加）
●森林体験研修センター
　入場料…510円（ただし研修室など使用の場合は、別途使用料が必要）
　宿　泊…最低宿泊料金6,300円（最低人数5人宿泊時の1泊料金、お一人
　　　　　増えるごとに１泊料金に1,260円追加）

貸し別荘ケビン全館リニューアル！
●Ａタイプ（一般タイプ）　Ｂタイプ（メゾネット・パーティーケビン）
　Ｃタイプ（メゾネット・パーティーケビン、サウナ付き）
　※全タイプ８人まで宿泊可、浴室、トイレ、洗濯・洗面リネン室完備
　Ａタイプ…18,900円（１棟１泊）　Ｂタイプ…22,050円（同）
　Ｃタイプ…26,250円（同）
●ふるさと生活体験の家
　宿泊（30人まで宿泊可能）…7,560円（シャワー室完備、最低人数６人
　宿泊時の１泊料金、お一人増えるごとに１泊料金に1,260円追加）
●森林体験研修センター
　入場料…510円（ただし研修室など使用の場合は、別途使用料が必要）
　宿　泊…最低宿泊料金6,300円（最低人数5人宿泊時の1泊料金、お一人
　　　　　増えるごとに１泊料金に1,260円追加）

４月オープン予定
  4日㈯親水河川公園パークゴルフ場
　　　     （４コース36ホール、国際公認コース285号）

 11日㈯キトウシパークゴルフ場
　　　  　（５コース45ホール、国際公認コース211号）

25日㈯キャンプ場オープン
　　　　ゴーカート運行開始
　　　　 （カタクリ群生の林間コースで春の息吹を満喫）

５/25日㈯、26日㈰
第58回くらし楽しくフェスティバル
５/25日㈯、26日㈰
第58回くらし楽しくフェスティバル

キトウシ高原ホテルもご利用ください（年中無休）



くらし
・

ネットワーク

場 所時 間月 日

5月
14日㈭

15日㈮

16日㈯

6月
6日㈯

第三地区コミュニティーセンター
（東8号北1）

第二地区コミュニティーセンター前
（西4号北30）

旧森林組合管理棟跡地（東5号南1）

第3分団消防庁舎前（西10号北26）

第2分団消防庁舎前（北町9丁目1）

上岐登牛住民集会所前（東5号北7線）

東雲住民集会所前（東7号北30）

17区行政区会館前（北町5丁目8）

役場保健福祉センター横

　　　  同上

9:00

9:50

10:50

13:00

9:00

9:40

10:30

13:00

9:00

9:00

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

9:30

10:30

11:30

14:00

9:20

10:10

11:30

14:00

11:30

11:30

犬の登録と狂犬病予防注射の巡回

西
4
号
道
路

西
３
号
道
路

名前を募集
する公園の
範囲です

北２号道路

北１号道路

幼児センター
食育体験広場

東川小学校、地域交流センター
プレーガーデン

グラウンド

野球場
サッカー場

多目的
広　場 体験農園

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

夜間納税と相談の日

4月13日㈪
毎月第2月曜日／17：15～20：00

夜間納税と相談の日

4月13日㈪
毎月第2月曜日／17：15～20：00

夜間納税と相談の日

4月13日㈪
毎月第2月曜日／17：15～20：00
税務課収納室／役場1階税務課（4番窓口）

し
た
葉
書
形
式
の
申
請
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
同
一
の
学
校
に
在
学
の
方
は
、

必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。
27
年
度
の
申
請
を
完
了
で
き
ま
す

（
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し

添
付
不
要
）
。

　

本
年
度
学
生
納
付
特
例
制
度
を
利
用

せ
ず
、
保
険
料
納
付
を
希
望
す
る
場
合

は
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。
お
近
く
の

年
金
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
旭
川
年
金
事
務
所

☎
27
│
１
６
１
１

 

都
市
建
設
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
建
設
室
☎
内
線
２

３
６

公
園
の
名
前
を
募
集
し
ま
す

　

東
川
小
学
校
周
辺
に
５
月
に
オ
ー
プ

ン
す
る
新
し
い
公
園
の
名
前
を
町
民
の

皆
さ
ま
か
ら
募
集
し
ま
す
（
全
面
オ
ー

プ
ン
は
今
秋
の
予
定
）
。
審
査
の
結
果
、

採
用
に
な
っ
た
方
に
記
念
品
を
進
呈
し

ま
す
（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
で
決

定
）
。

飼
い
主
に
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　

飼
い
犬
の
所
有
者
変
更
、
死
亡
し
た

場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
変
更
届
け
が
必
要
で

す
。
住
民
室
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予

で
き
る
学
生
納
付
特
例

　

日
本
国
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
60

歳
ま
で
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も
国

民
年
金
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
学
生
の
方
は
、
一
般
に
所
得

が
少
な
い
場
合
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
で
き
る

「
学
生
納
付
特
例
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学
（
大
学
院
）
、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以

上
の
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
で
、
本

人
の
前
年
度
所
得
が
計
算
式
で
算
出
し

た
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　

所
得
の
目
安

　

1
1
8
万
円
＋
｛
扶
養
親
族
等
の

　

数
×
3
8
万
円
｝

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
、
そ

の
年
の
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で
す
。

４
月
初
め
に
再
申
請
の
用
紙
を
送
付
し

て
き
ま
す
の
で
、
次
年
度
も
在
学
予
定

で
引
き
続
き
納
付
特
例
を
希
望
す
る
場

合
再
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
納
付
猶
予
を
受
け
て
い
る
方

で
、
引
き
続
き
在
学
予
定
の
方
に
対
し

て
、
す
で
に
基
礎
年
金
番
号
等
を
印
字

　

昨
年
完
成
し
た
新
し
い
校
舎
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
北
側
か
ら
東
側
に
か
け
て
隣
接

し
て
い
る
公
園
で
す
。
野
球
場
、
人
工

芝
サ
ッ
カ
ー
場
、
体
験
農
園
、
食
育
体

験
広
場
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
備
え

て
い
ま
す
。

募
集　

東
川
小
学
校
周
辺
に
オ
ー
プ
ン

　

す
る
公
園
の
名
称

応
募
方
法　

官
製
は
が
き
ま
た
は
電
話

　

フ
ァ
ッ
ク
ス

必
要
記
載
内
容　

①
公
園
の
名
称
（
フ

　

リ
ガ
ナ
つ
き
）
②
そ
の
名
前
を
つ
け

　

る
理
由
③
応
募
者
の
連
絡
先
（
郵
便

　

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
）

締
め
切
り　

４
月
24
日
（
金
）
（
当
日

　

消
印
有
効
）

送
り
先
・
お
問
い
合
わ
せ　

役
場
都

市
建
設
課
建
設
室
「
公
園
名
称
」
あ

て
（
〒
０
７
１
│
１
４
９
２

東
川
町
東
町
１
丁
目
16
番

１
号
）
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
☎
82
│
３

６
４
４
（
役
場
代
表
受
信

フ
ァ
ッ
ク
ス
）

 

保
健
福
祉
課
か
ら

　

福
祉
の
こ
と
と
申
請
の
お
問
い
合
わ

せ
は
社
会
福
祉
室
☎
（
内
線
５
０
２
、

５
０
３
）
、
健
康
と
食
の
こ
と
は
保
健

指
導
室
☎
（
内
線
５
０
４
〜
５
０
７
）
、

高
齢
者
介
護
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
（
内
線
５
０
８
、
５
０
９
）

重
度
障
害
者
の
ハ
イ
ヤ
ー
料
金
助
成

で
利
用
方
法
を
選
べ
ま
す

　

重
度
障
害
者
の
ハ
イ
ヤ
ー
料
金
助
成

制
度
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
自
動
車

税
の
課
税
免
除
を
受
け
て
い
る
方
は
、

従
来
通
り
ハ
イ
ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
受
け

る
か
自
家
用
車
の
燃
料
費
助
成
の
ど
ち

ら
か
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

対
象　

①
下
肢
、
体
幹
、
免
疫
、
視
覚

障
害
者
（
障
害
等
級
１
級
ま
た
は
２

級
）
②
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ

う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
、
肝
臓
機
能

障
害
者
（
同
１
級
）
③
療
育
手
帳

「
Ａ
判
定
」
の
方
④
乳
幼
児
以
前

の
非
進
行
性
脳
病
変
に
よ
る
運
動
機

能
障
害
者
（
児
）
の
う
ち
移
動
機
能

障
害
者
（
児
）
⑤
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
の
方
―
。
①
か
ら
⑤

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
「
重

度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
が

『
障
初
』
『
老
初
』
の
方
」
（
福
祉

施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
方
は
対
象

外
）

助
成
内
容　

（
ア
）
５
０
０
円
分
の
ハ

イ
ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト
交
付
（
年
間
72
枚
）

（
イ
）
自
動
車
税
の
課
税
免
除
の
適

用
者
は
ハ
イ
ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト
年
間
36

枚
ま
た
は
自
家
用
車
交
通
費
利
用
助

成
券
（
自
家
用
車
の
燃
料
費
助
成
）

18
枚
を
選
択
交
付

申
請
時
必
要
な
も
の　

身
体
障
害
者
手

帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
と
印
鑑
（
申

請
は
本
人
ま
た
は
代
理
者
）

申
請　

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
室
（
申

請
書
は
３
月
上
旬
ご
ろ
に
対
象
と
思

わ
れ
る
方
に
郵
送
済
み
。
審
査
の
上

４
月
以
降
に
順
次
簡
易
書
留
で
郵
送
）

高
齢
者
福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
の
利
用
範
囲

が
拡
大
し
ま
し
た

　

自
家
用
車
を
所
持
し
て
い
な
い
6
5

歳
以
上
世
帯
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る

高
齢
者
ハ
イ
ヤ
ー
利
用
の
助
成
範
囲
が

４
月
か
ら
拡
大
し
ま
し
た
。
町
外
へ
出

か
け
る
場
合
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

希
望
す
る
方
は
必
要
書
類
を
添
え
て

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
室
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象　

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、
か

つ
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
し
て
い
る

世
帯
②
65
歳
以
上
の
方
、
年
度
内
に

65
歳
に
到
達
す
る
方
で
自
家
用
自
動

車
を
所
有
し
て
い
な
い
世
帯
―
①
②

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
世
帯
（
町

の
重
度
障
害
者
交
通
費
助
成
、
移
送

サ
ー
ビ
ス
事
業
、
外
出
支
援
事
業
の

対
象
者
、
高
齢
者
福
祉
施
設
等
に
入

所
し
て
い
る
方
を
除
く
）

内
容　

ハ
イ
ヤ
ー
料
金
助
成
券
を
助
成

＝
１
世
帯
当
た
り
年
間
3
0
枚
（
１

枚
５
０
０
円
、
１
万
５
千
円
分
）
＝

利
用
で
き
る
ハ
イ
ヤ
ー　

東
交
ハ
イ

ヤ
ー
、
ち
ど
り
ハ
イ
ヤ
ー
（
東
神
楽

町
）
、
旭
川
ハ
イ
ヤ
ー
協
会
加
盟
車

手
続
き　

保
健
福
祉
課
窓
口
で
申
請

　

し
て
定
住
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と

内
容　

東
川
町
商
工
会
が
発
行
す
る
商

　

品
券
で
現
金
10
万
円
分
の
助
成

申
込
期
間　

４
月
１
日
〜
11
月
30
日
ま

　

で
（
町
内
に
転
入
後
、
届
け
出
窓
口

　

の
定
住
促
進
課
で
申
請
し
た
者
）

そ
の
他　

窓
口
で
助
成
金
交
付
申
請
書

　

に
記
入
の
上
申
し
込
み
（
○
世
帯
主

　

本
人
を
確
認
で
き
る
書
類
＝
免
許
証

　

の
写
し
＝
○
民
間
賃
貸
住
宅
の
賃
貸

　

借
契
約
書
の
写
し
○
就
労
証
明
書
、

　

引
っ
越
し
に
要
し
た
代
金
支
払
い
領

　

収
書
写
し
―
を
添
付
）

飼
い
犬
は
新
規
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
が
必
要
で
す

　

飼
い
犬
の
新
規
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
を
実
施
し
ま
す
。

　

料
金
は
、
○
犬
の
新
規
登
録
料
３
千

円
○
狂
犬
病
予
防
注
射
３
千
１
１
０
円

（
注
射
済
み
票
代
金
含
む
）
―
で
す
。

動
物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

 
定
住
促
進
課
か
ら

　

各
種
届
け
出
、
お
問
い
合
わ
せ
は
住

民
室
☎
（
内
線
１
１
０
、
１
１
１
）

「
東
川
で
働
き・暮
ら
す
人
応
援
事
業
」

で
商
品
券
助
成

　

町
外
か
ら
東
川
に
移
り
住
み
、
町
内

の
民
間
賃
貸
住
宅
に
居
住
し
て
新
た
に

町
内
事
業
所
に
勤
務
す
る
方
（
世
帯
）

を
対
象
に
、
商
品
券
10
万
円
を
助
成
す

る
「
東
川
で
働
き
・
暮
ら
す
人
応
援
事

業
」
が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

民
間
賃
貸
住
宅
と
は
、
居
住
用
の
賃

貸
住
宅
で
あ
っ
て
、
㋐
公
営
住
宅
な
ど

公
的
住
宅
、
職
員
住
宅
、
社
宅
、
官
舎

な
ど
の
給
与
住
宅
㋑
２
親
等
以
内
の
親

族
が
所
有
す
る
住
宅
―
は
除
き
ま
す
。

対
象　

新
規
転
入
世
帯
の
世
帯
主
（
3

月
中
の
転
入
含
む
で
あ
っ
て
①
町
内

の
事
業
所
な
ど
に
勤
務
す
る
こ
と
②

転
入
と
同
時
に
町
内
の
民
間
賃
貸
住

宅
に
入
居
す
る
こ
と
③
町
内
に
継
続

 

税
務
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
課
税
室
☎
（
内
線 

１
２
３
、
１
２
４
）

固
定
資
産
税
の
課
税
台
帳
を
縦
覧
で

き
ま
す

　

土
地
家
屋
な
ど
に
か
か
る
固
定
資
産

税
の
27
年
度
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
実
施

し
ま
す
。

　

特
に
昨
年
１
月
１
日
か
ら
同
年
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
土
地
の
売
買
、
家
屋

の
新
・
増
築
、
取
り
壊
し
を
し
た
方
は

ご
覧
の
う
え
確
認
く
だ
さ
い
。

期
間　

４
月
１
日
（
水
）
〜
７
月
31
日

　

（
金
）
ま
で
（
土
、
日
、
祝
・
祭
日

　

除
く
）

時
間　

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

　

（
開
庁
時
間
内
）

場
所　

役
場
税
務
課

た
場
合
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

（
手
数
料
５
５
０
円
）
を
交
付
し
ま
す
。

定
住
促
進
課
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、
狂
犬

病
予
防
法
で
生
涯
に
一
度
の
登
録
と
年

に
一
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
を

人のうごき　2月16日～3月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　
（前月比－
（前月比－
（前月比－
（前月比－

　
7,985人
3,721人
4,264人
3,551戸

3人
9人
18人
21人

　
9人）
2人）
7人）
7戸）

人口・世帯数　2月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

　
行政区
33区
22区
35区
東倉沼
12区
東町２丁目

　
歳
87歳
88歳
80歳
83歳
95歳
64歳

おくやみ
亡き人
本宮　三郎
中西　文
大堀　サツ子
入江　清
山本　初代
關　　龍雄

届出人
津谷　俊弘
中西　良夫
大堀　良治
入江　國子
山本　智行
關　千鶴子

　
父
勇気
優樹
幸一

　
母
晶子
幸恵
愛

　
行政区
11区
西町３丁目
西区

お 誕 生
生まれた子
澤崎　新菜
後　　由衣
寺林　鞠花

さわざき　  にいな

  ごとう　      ゆい

てらばやし  まりか
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50歳未満
50歳以上

検 査 項 目
料金（円）

喀痰（かくたん）
　（必要な方）

乳がん

子宮頚（けい）がん
子宮超音波
子宮体部（必要な方）

胃がん
大腸がん

肺がん（どちらか）
・胸部X線検査
・ヘリカルCT

国保以外

1,500

700

500
2,400

500

1,500

1,600

1,900

520

700

国保、後期高齢者

750

350

250
1,200

500

750

800

950

520

350

受診できる
年齢

30歳から
（ヘリカル
ＣＴは50歳
から）

20歳から

個別がん検診の受診料金

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

よ
ち
よ
ち
教
室

　

乳
児
の
お
子
さ
ん
が
安
心
し
て
遊
べ

る
場
所
で
す
。
親
子
で
楽
し
く
遊
び
お

友
達
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
０
歳
児
対

象
で
す
が
、
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ

ん
も
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

日
時　

４
月
10
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

幼
児
セ
ン
タ
ー
内 

子
育
て
支

　

援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー
ル
ー
ム

対
象　

０
歳
児
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ

　

ん
定
員　

15
組
程
度
（
要
予
約
）

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
親
子
遊
び
、

　

離
乳
食
の
試
食
と
み
な
さ
ん
と
の
交

　

流
持
ち
物　

お
勧
め
の
絵
本
、
い
つ
も
読

　

ん
で
い
る
絵
本
２
〜
３
冊
を
持
参

◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆

浜
辺
前
議
長
、藤
原
議
員
が
全
国
町

村
議
会
議
長
会
表
彰

　

浜
辺
啓
前
町
議
会
議
長
、
藤
原
啓
子

議
員
の
２
人
が
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

を
受
賞
し
、
平
成
27
年
東
川
町
議
会
第

１
回
定
例
会
最
終
日
の
３
月
17
日
、
米

田
保
副
議
長
が
議
場
で
２
人
に
表
彰
伝

達
し
ま
し
た
。

　

浜
辺
前
議
長
は
「
町
村
議
会
議
長
と

し
て
７
年
以
上
在
職
し
功
労
の
あ
っ
た

者
」
と
し
て
受
賞
し
ま
し
た
。

　

１
９
８
３
（
昭
和
58
年
３
月
31
日
か

ら
８
期
32
年
間
に
わ
た
っ
て
東
川
町
議

　

負
担

持
ち
物　

筆
記
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

　

巾
「
こ
ど
も
緊
急
さ
ぽ
ね
っ
と
」を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　

子
ど
も
の
病
気
や
、
急
な
残
業
、
出

張
時
の
対
応
で
悩
む
家
庭
を
支
援
し
ま

す
。

内
容　

①
子
ど
も
の
急
な
発
病
で
保
育

　

園
へ
預
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
の

　

病
児
、
病
後
児
預
か
り
②
緊
急
時
の

　

子
ど
も
預
か
り
（
保
育
園
等
へ
の
急

　

な
送
迎
、
一
時
預
か
り
な
ど
）
③
出

　

張
な
ど
宿
泊
に
伴
う
自
宅
不
在
時
の

　

子
ど
も
の
預
か
り

受
付
時
間　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時

　

〜
午
後
５
時
（
土
、
日
、
祝
日
、
年

　

末
・
年
始
休
み
）

料
金　

①
病
児
、
病
後
児
、
一
般
＝
１

時
間
当
た
り
千
円
（
午
前
７
時
半
〜

午
後
６
時
）
、
同
千
２
０
０
円
（
午

後
６
時
〜
同
11
時
）
②
宿
泊
＝
１
日

１
万
２
千
円
（
３
歳
未
満
）
、
同
１

万
円
（
３
歳
以
上
、
保
育
園
、
学
童

終
了
時
か
ら
登
園
・
登
校
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み　

上
川
中

　

部
こ
ど
も
緊
急
さ
ぽ
ね
っ
と
☎
74
│

　

５
３
８
０

そ
の
他　

印
鑑
と
写
真
２
枚
が
必
要
、

　

ひ
と
り
親
家
庭
は
上
記
の
５
分
の
１

　

料
金
で
利
用
可
（
病
気
の
子
の
預
か

　

り
は
状
態
に
よ
っ
て
支
援
で
き
な
い

　

場
合
も
あ
り
）

 

教
育
委
員
会
事
務
局
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
内
線
５
８
７
、

５
８
８

め
だ
か
ク
ラ
ブ
の
イ
ー
ス
タ
ー
パー

ティ
ー

　

カ
ト
リ
ー
ナ
、
テ
イ
ラ
ー
、
ハ
ル
３

人
の
Ｅ
Ｌ
Ｔ
（
英
語
指
導
助
手
）
の
先

生
た
ち
と
一
緒
に
、
イ
ー
ス
タ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
で
春
の
到
来
を
お
祝
い
し
ま

し
ょ
う
。

　

イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
は
会
場
の
ど

こ
に
あ
る
の
か
な
？　

エ
ッ
グ
ハ
ン
ト

ゲ
ー
ム
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り
な
ど
、
楽

し
い
ゲ
ー
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
春

一
番
の
外
国
の
お
祭
り
を
み
ん
な
で
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

４
月
25
日
（
土
）
午
後
２
時
か

　

ら
同
４
時
ご
ろ
ま
で

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
学
生
と
幼
児
（
４
〜
５
歳
児
）

参
加
費　

３
０
０
円

締
め
切
り　

４
月
17
日
（
金
）

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

生
涯
教

　

育
学
習
係

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
82
│
５
１
０

０
、
未
来
課
子
育
て
支
援
推
進
室
☎

（
内
線
）
５
９
８
、
（
直
）
82
│
３
４

０
０

童
23
人
）
の
全
校
児
童
と
前
田
校
長
が

今
年
２
月
実
施
の
（
公
財
）
日
本
漢
字

能
力
検
定
協
会
（
東
京
）
主
催
の
漢
字

検
定
に
挑
戦
。
こ
の
ほ
ど
合
格
通
知
が

同
校
に
届
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
目
標

と
し
て
い
た
挑
戦
レ
ベ
ル
に
そ
ろ
っ
て

合
格
を
果
た
し
、
「
来
年
は
も
っ
と
高

い
レ
ベ
ル
に
挑
戦
！
」
と
張
り
切
っ
て

い
ま
す
。

　

同
校
で
は
、
登
校
後
の
朝
10
分
間
を

読
書
の
時
間
と
決
め
、
児
童
は
毎
日
好

き
な
本
を
欠
か
さ
ず
に
読
書
し
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
「
本
は
読
め
て
も
字
を

書
け
な
い
」
「
漢
字
は
苦
手
」
と
思
っ

て
い
る
子
供
た
ち
が
意
外
に
多
い
こ
と

が
分
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
昨
年
か
ら
毎
日
10
分
間
の
漢

字
の
書
き
取
り
タ
イ
ム
を
加
え
、
学
年

別
に
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
漢
字
の

マ
ス
タ
ー
を
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
成
果
を
試
そ
う
―
と
初
挑
戦
し

会
議
員
を
務
め
ま
し
た
。
そ
の
間
２
０

０
７
（
平
成
19
）
年
３
月
31
日
か
ら
８

年
間
町
議
会
議
長
と
し
て
地
方
自
治
の

円
滑
な
推
進
に
尽
く
し
ま
し
た
。

　

藤
原
議
員
は
「
町
村
議
会
議
員
と
し

て
15
年
以
上
在
職
し
功
労
の
あ
っ
た
者
」

と
し
て
受
賞
し
ま
し
た
。

　

１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
３
月
31
日

当
選
以
来
、
４
期
16
年
間
に
わ
た
っ
て

東
川
町
議
会
議
員
と
し
て
活
躍
を
続
け

地
方
自
治
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

第一小
児
童
が
全
員
で
漢
検
合
格

　

第
一
小
学
校
（
前
田
昭
彦
校
長
、
児

た
の
が
今
回
の
検
定
。
一
つ
前
の
学
年

レ
ベ
ル
の
漢
字
は
し
っ
か
り
書
け
る
よ

う
に
―
と
10
級
か
ら
６
級
ま
で
に
挑
み
、

全
員
合
格
を
果
た
し
た
の
で
す
。
満
点

賞
が
２
人
も
。
２
級
に
挑
戦
し
た
前
田

校
長
も
う
れ
し
い
合
格
証
を
手
に
し
ま

し
た
。

　

同
校
で
は
来
年
以
降
も
挑
戦
を
続
け

る
そ
う
で
す
。

台
湾・台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処

札
幌
分
処
長
夫
妻
が
来
庁

　

３
月
20
日
、
台
湾
・
台
北
駐
日
経
済

文
化
代
表
処
札
幌
分
処
の
チ
ェ
ン
・

ジ
ー
ホ
ン
（
陳
桎
宏
）
処
長
夫
妻
が
役

場
に
来
庁
し
、
松
岡
市
郎
町
長
に
表
敬

し
ま
し
た
。

　

３
度
目
の
来
庁
。
こ
れ
ま
で
の
交
流

に
対
し
て
士
別
市
を
訪
れ
る
途
中
に
立

ち
寄
っ
た
そ
う
で
す
。
台
湾
・
桃
園
国

際
空
港
の
メ
ー
ン
連
絡
通
路
い
っ
ぱ
い

に
展
示
し
て
い
る
ほ
ど
と
い
う
著
名
な

書
家
、
ジ
ウ
・
ジ
ェ
ン
ナ
ン
（
朱
振
南
）

氏
の
額
入
り
毛
筆
書
作
品
「
知
足
常
樂
」

（
足
る
を
知
る
の
意
）
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

町
内
２
人
目
の
青
年
林
業
士
に
佐
藤

さ
ん

　

町
内
の
所
有
林
で
長
く
林
業
経
営
し
、

昨
年
度
大
日
本
山
林
会
（
東
京
、
箕
輪

光
弘
会
長
）
の
会
長
賞
を
受
賞
し
た
33

区
、
佐
藤
正
仲
さ
ん
（
88
）
の
孫
で
旭

川
市
内
在
住
の
会
社
役
員
、
佐
藤
誓
也

さ
ん
（
30
）
が
北
海
道
青
年
林
業
士
の

認
定
を
受
け
、
３
月
５
日
、
役
場
で
認

定
証
の
交
付
を
行
い
ま
し
た
。

　

上
川
総
合
振
興
局
南
部
森
林
室
、

石
本
雄
一
室
長
が
認
定
証
と
腕
章
、
バ

ッ
ジ
を
交
付
し
ま
し
た
。
「
初
め
て
森

に
行
っ
た
の
は
小
学
生
の
時
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
一
緒
だ
っ
た
。
技
術
、
指
導

力
は
別
と
し
て
、
林
業
に
携
わ
る
熱
意

は
あ
る
の
で
、
安
全
第
一
に
、
持
続
可

福
祉
給
付
金
の
支
給

　

次
の
世
帯
を
対
象
に
福
祉
給
付
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。
該
当
世
帯
で
受
給

を
希
望
す
る
方
は
必
要
書
類
を
添
え
て

社
会
福
祉
室
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
世
帯　

①
70
歳
以
上
の
夫

婦
で
生
活
保
護
受
給
世
帯
（
障
害
者

加
算
対
象
世
帯
除
く
）
②
市
町
村
民

税
所
得
割
非
課
税
世
帯
（
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
高
等
養
護
学
校
に

通
学
す
る
子
を
養
育
す
る
世
帯
、
住

宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
を
受
け

て
い
る
方
は
そ
の
控
除
前
の
市
町
村

民
税
額
）
③
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

本
町
へ
避
難
し
た
方
で
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
高
等
養
護
学
校
に

通
学
す
る
子
を
養
育
す
る
世
帯

給
付
額　

〇
高
校
に
通
学
す
る
生
徒
１

人
に
つ
き
月
額
８
千
円
〇
70
歳
以
上

の
夫
婦
１
世
帯
に
つ
き
月
額
４
千
円

申
請
に
必
要
な
も
の　

①
直
近
の
生
活

保
護
の
決
定
通
知
書
（
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
方
）
②
2
6
年
度
の
市

町
村
民
税
が
所
得
割
非
課
税
で
あ
る

こ
と
を
証
す
る
書
類
（
①
を
添
付
の

場
合
ま
た
は
昨
年
１
月
１
日
現
在
世

帯
全
員
が
本
町
に
住
民
票
が
あ
っ
た

方
は
不
要
）
③
在
学
証
明
書
（
高
等

学
校
）
④
預
金
通
帳
の
写
し
（
口
座

番
号
等
の
分
か
る
面
）

支
給　

審
査
の
上
支
給
決
定
、
月
末
に

　

指
定
金
融
機
関
口
座
に
振
り
込
み

食
事
か
ら
健
康
に
〜
栄
養
教
室

　

食
事
の
不
適
切
な
摂
取
、
運
動
不
足

な
ど
か
ら
起
き
る
生
活
習
慣
病
が
増
え

て
い
ま
す
。
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

り
ま
し
ょ
う
。
身
近
な
材
料
を
使
う
調

理
実
習
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
、
味
付
け
な

ど
を
確
認
し
て
食
生
活
を
見
直
し
ま
し

よ
う
（
希
望
す
る
方
は
食
生
活
改
善
推

進
員
と
な
る
単
位
を
取
得
可
）
。

日
時　

４
月
14
日
（
火
）
午
前
10
時
か

　

ら
午
後
１
時
ご
ろ
ま
で

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

食
生
活
チ
ェ
ッ
ク
パ
ー
ト
１

（
講
話
、
調
理
実
習
、
試
食
）
、
希

望
者
に
は
体
脂
肪
測
定

対
象　

町
民
ど
な
た
で
も
（
男
性
歓
迎
）

費
用　

食
材
費
の
一
部
１
０
０
円
自
己

個
別
が
ん
検
診

　

旭
川
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
で
個
別
が

ん
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
宮
超
音
波
検
査
は
、
本
年
度
か
ら

子
宮
摘
出
等
婦
人
科
疾
患
既
往
の
方
は

検
診
対
象
外
で
す
（
医
療
保
険
適
用
の

検
診
に
な
り
ま
す
）
。

　

直
接
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
（
☎
53
│

７
１
１
１
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２

０
│
９
７
２
│
４
８
９
）
に
予
約
く
だ

さ
い
。

　

集
団
検
診
の
実
施
予
定
日
は
次
の
と

お
り
（
い
ず
れ
も
バ
ス
送
迎
）
。

７
月
９
日
、
10
月
26
日
、
12
月
11
日
、

来
年
２
月
２
日
、
同
３
月
２
日
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東川町防犯協会収支決算書

科 目 本年度予算額 本年度決算額 比 較 増 減 備 考
前年度会計繰越金
一戸100円×2,047戸

本年度予算額 本年度決算額 比 較 増 減 備 考
旭川東地区防犯協会総会出席
役員会、総会お茶など
防犯ブザー（新１年生）66,150円 
防犯旗68,250円
防犯パトロール懐中電灯、電池16,580円 
チラシ用紙9,450円　など
通信事務費など

東川神社祭典防犯パトロールお礼など

繰 越 金
会 費

科 目

会 議 費

事 業 費

事 務 費
合　　　　計

雑 入
合　　　　計

【支出の部】

【収入の部】

10,000

238,500

10,000
258,500

9,400

194,321

10,630
214,351

△ 600

△ 44,179

630
△ 44,149

－
収入合計
248,948 ＝

支出合計
214,351

次年度繰り越し（円）
34,597

　東川町防犯協会（川上隆司会長）はこのほど、25年度収支決算をまとめました。総収入額は24万8千948円
（昨年当初予算比9千552円減）、総支出額は21万４千351円（同４万４千149円減）となりました。３月10日、
同協会の総会で承認されました。町民一世帯当たり100円の負担で活動を行っています。 

（円、△は前年度当初比減）

（円、△は前年度当初比減）

東川町防犯協会

34,224
214,000
10,276
258,500

34,224
204,700
10,024
248,948

0
△ 9,300
△ 252
△ 9,552

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
い
っ
ぱ
い
撮
っ
て
母
に
送
り
ま
し
た
」

（
ト
ト
さ
ん
）
、
「
初
め
て
で
緊
張
し

た
け
れ
ど
大
丈
夫
で
し
た
」
（
マ
ッ
ト

さ
ん
）
、
「
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
。
今
ま
で
東
川
に
来

て
か
ら
の
こ
と
を
お
母
さ
ん
に
伝
え
て

い
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
初
め
て
成
果
を

伝
え
ま
し
た
」
（
ナ
ッ
ト
さ
ん
）
と
興

奮
気
味
。
今
年
は
夏
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

な
ど
に
も
出
場
し
て
鍛
え
、
来
シ
ー
ズ

ン
は
さ
ら
に
大
き
な
大
会
に
出
場
し
て

実
戦
経
験
を
磨
く
計
画
で
す
。

本
物
の
手
術
道
具
を
使
っ
た
よ
―
児

童
が
医
者
の
仕
事
学
ぶ

　

２
月
28
日
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

で
「
心
臓
外
科
医
の
シ
ゴ
ト
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
ス
ミ
セ
イ
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
い
の
ち
」
の

課
外
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
活
動
）
法
人
・
放

課
後
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
（
東

（
長
さ
約
80
㌢
㍍
）
と
町
の
株
主
に
―

と
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
外
転
出
に
伴
っ
て
「
永
年
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
」
と
申
し
出
が
あ
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

羽
子
板
は
、
海
外
か
ら
の
語
学
留
学
生

が
寄
宿
し
て
い
る
国
際
交
流
会
館
に
展

示
し
ま
す
。

自
衛
隊
新
入
隊
者
激
励
会

　

今
春
、
町
内
か
ら
３
人
が
高
校
を
卒

業
後
、
陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
す
る
こ
と

に
な
り
、
３
月
18
日
、
役
場
で
自
衛
隊

入
隊
者
激
励
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

東
町
３
、
山
田
幹
太
さ
ん
（
18
）
、

西
町
８
、
石
田
颯
さ
ん
（
18
）
、
西
町

５
、
滝
本
諒
一
さ
ん
（
18
）
。
自
衛
隊

旭
川
地
方
本
部
、
川
嶋
幾
夫
本
部
長
、

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
第
２
特
連
隊

井
藤
庸
平
第
５
大
隊
長
が
入
隊
を
歓
迎

し
ま
し
た
。

　

３
人
は
こ
の
後
、
遠
軽
駐
屯
地
に
入

営
し
教
育
隊
で
３
カ
月
間
の
訓
練
を
う

京
、
平
岩
国
泰
代
表
理
事
）
が
主
催
し

ま
し
た
。
横
浜
市
内
の
菊
名
記
念
病
院

か
ら
尾
頭
厚
心
臓
血
管
外
科
部
長
ら
３

人
の
心
臓
血
管
外
科
医
が
来
町
し
ま
し

た
。
手
術
着
に
着
替
え
、
拡
大
ス
コ
ー

プ
を
使
っ
て
、
蜘
蛛
の
糸
ほ
ど
細
く
、

肉
眼
で
さ
え
見
え
に
く
い
手
術
用
糸
で

縫
合
の
様
子
を
披
露
。
心
臓
外
科
医
の

仕
事
を
子
供
た
ち
に
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

児
童
、
生
徒
と
父
母
約
30
人
が
先
生

を
囲
み
、
初
め
て
見
る
外
科
手
術
の
様

子
を
の
ぞ
き
込
ん
で
興
味
津
々
。
「
１

ミ
リ
の
間
に
10
針
程
度
入
れ
、
２
ミ
リ

ぐ
ら
い
の
血
管
を
縫
っ
て
い
ま
す
」
な

ど
と
微
細
な
縫
合
作
業
に
、
み
ん
な
驚

き
の
連
続
。
本
物
の
手
術
着
を
着
て
練

習
用
ス
ポ
ン
ジ
で
模
擬
手
術
を
体
験
し
、

医
師
の
仕
事
を
少
し
理
解
で
き
た
よ
う

で
す
。

山
口
さ
ん
が
大
型
の
飾
り
羽
子
板
を

寄
贈

　

３
月
２
日
、
23
区
の
山
口
佐
知
子
さ

ん
（
77
）
か
ら
、
大
型
の
飾
り
羽
子
板

け
る
予
定
で
す
。

中
国
の
お
正
月
に
欠
か
せ
な
い
餃
子

の
パー
ティ
ー
料
理
教
室

　

３
月
７
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

中
国
餃
子
の
パ
ー
テ
ィ
ー
料
理
教
室
を

開
き
ま
し
た
。

　

中
国
の
旧
正
月
行
事
の
紹
介
と
正

月
な
ど
お
め
で
た
い
席
に
定
番
の
本
場

・
中
国
餃
子
の
作
り
方
を
披
露
し
ま
し

た
。
講
師
は
町
国
際
交
流
員
の
ロ
・
タ

ン
（
魯
丹
）
さ
ん
。
1
年
３
カ
月
間
の

長
期
日
本
語
留
学
で
１
月
か
ら
来
町
し

て
い
る
サ
イ
・
エ
イ
（
崔　

）
さ
ん

（
20
）
が
お
手
伝
い
に
加
わ
り
、
本
場

の
味
付
け
を
指
南
し
ま
し
た
。

　

餃
子
の
メ
ニ
ュ
ー
は
水
餃
子
と
焼

き
餃
子
で
「
ピ
ー
マ
ン
豚
肉
餡
餃
子
」

「
ニ
ラ
、
え
び
、
豚
肉
餡
餃
子
」
「
ニ

ラ
、
え
び
、
玉
子
餡
餃
子
」
の
３
種
。

併
せ
て
手
羽
先
鶏
肉
の
コ
ー
ラ
煮
も
添

え
、
出
来
上
が
っ
た
料
理
を
囲
ん
で
豪

華
な
餃
子
パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。

消
火
薬
剤
詰
め
替
え
補
助
を
始
め
ま

す

大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署

　

（
一
社
）
北
海
道
消
防
設
備
協
会

　

旭
川
支
部
（
遠
藤
治
光
支
部
長
）
で

は
、
４
月
か
ら
使
用
済
み
消
火
器
の
消

火
薬
剤
を
無
償
詰
め
替
え
補
助
の
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。

　

火
災
発
生
時
、
自
ら
所
有
す
る
消
火

器
を
使
用
し
て
初
期
消
火
に
善
意
協
力

し
た
方
に
対
し
て
消
火
剤
の
充
て
ん
を

行
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
要
件
は
①
消
火
協
力
者

が
自
ら
の
消
火
器
で
初
期
消
火
す
る
②

消
防
隊
が
事
実
を
覚
知
し
、
消
火
協
力

者
へ
補
助
事
業
の
情
報
を
提
供
す
る
③

申
請
を
希
望
す
る
消
火
協
力
者
が
申
請

書
を
作
成
し
、
使
用
済
み
の
消
火
器
と

と
も
に
消
防
署
へ
提
出
す
る
④
北
海
道

消
防
設
備
協
会
が
申
請
内
容
を
確
認
し
、

消
火
薬
剤
を
詰
め
替
え
る
（
消
火
器
が

古
い
場
合
は
同
等
の
消
火
器
を
提
供
す

る
）
―
に
該
当
す
る
場
合
で
す
。

　

た
だ
し
〇
ス
プ
レ
ー
式
消
火
器
〇
簡

易
消
火
器
〇
応
急
消
火
義
務
者
（
火
災

原
因
者
、
火
災
建
て
物
の
居
住
者
な
ど
）

が
所
有
す
る
消
火
器
〇
火
災
発
生
の
建

物
に
設
置
し
て
あ
る
消
火
器
―
は
対
象

外
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
大
雪
消
防
組
合
東

消
防
署
☎
83
│
０
１
１
９

能
な
林
業
経
営
の
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し

な
が
ら
や
り
た
い
」
と
意
欲
を
話
し
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
正
仲
さ
ん
も
同
席
し
、
半

生
を
注
い
で
き
た
林
業
経
営
の
後
を
継

ぐ
こ
と
に
な
っ
た
孫
の
晴
れ
姿
に
目
を

細
め
ま
し
た
。

　

同
制
度
は
５
年
前
に
誕
生
、
上
川
管

内
で
16
人
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
町

内
で
は
東
川
町
森
林
組
合
の
斉
藤
仁
泰

に
次
い
で
２
人
目
。

塚
田
さ
ん
、青
年
海
外
協
力
隊
赴
任

の
ブ
ー
タ
ン
か
ら
帰
国

　

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ブ
ー
タ

ン
王
国
に
行
っ
て
い
た
上
岐
登
牛
、
塚

田
芽
生
（
め
お
）
さ
ん
（
26
）
が
２
年

間
の
赴
任
期
間
を
終
え
て
こ
の
ほ
ど
帰

国
し
、
３
月
３
日
来
庁
し
て
松
岡
市
郎

町
長
に
帰
国
報
告
し
ま
し
た
。

　

（
独
）
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

タイ
留
学
生
が
バー
サ
ー
ロ
ペッ
ト
大

会
出
場
の
報
告

　

３
年
後
、
韓
国
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
（
平

昌
）
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
種

目
の
タ
イ
王
国
代
表
選
手
と
し
て
出
場

す
る
た
め
今
季
か
ら
東
川
で
ス
キ
ー
練

習
を
始
め
た
チ
ェ
レ
・
ア
リ
ア
マ
ン
さ

ん
（
24
）
＝
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
・
マ
ッ
ト

さ
ん
＝
、
ジ
ャ
パ
ギ
ア
・
ニ
ア
マ
ー
ト

さ
ん
（
23
）
＝
同
ト
ト
さ
ん
＝
、
ペ
ッ

シ
ー
シ
ャ
イ
・
パ
タ
ラ
さ
ん
（
19
）
＝

同
ナ
ッ
ト
さ
ん
＝
の
３
人
が
、
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
の
旭
川
バ
ー
サ
ー

ロ
ペ
ッ
ト
大
会
（
３
月
15
日
、
旭
川
富

沢
コ
ー
ス
）
で
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
種
目

に
出
場
し
、
同
月
16
日
、
松
岡
市
郎
町

長
に
ス
キ
ー
大
会
初
出
場
の
報
告
に
訪

れ
ま
し
た
。

　

「
た
く
さ
ん
の
人
に
応
援
に
来
て
も

ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
携
帯
で
写
真

の
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
、
２
０

１
３
（
平
成
25
）
年
１
月
か
ら
２
年
間
、

ブ
ー
タ
ン
王
国
に
小
中
学
校
教
員
と
し

て
赴
任
。
首
都
テ
ィ
ン
プ
ー
か
ら
北

方
約
40
分
の
近
郊
、
カ
デ
サ
村
に
あ
る

児
童
、
生
徒
約
４
０
０
人
の
ク
ズ
チ
ェ

ン
・
ミ
ド
ル
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

で
小
学
４
年
か
ら
６
年
生
に
算
数
を
教

え
て
い
ま
し
た
。

　

民
族
衣
装
の
キ
ラ
を
着
こ
な
し
、
す

っ
か
り
ブ
ー
タ
ン
の
文
化
に
な
じ
ん
だ

様
子
。
「
仕
事
を
し
て
い
る
時
に
は
毎

日
着
て
い
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
楽
し
く

な
っ
て
集
め
始
め
、
毎
日
違
う
衣
装
で

通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
十
数
着

も
の
衣
装
持
ち
に
。

　

「
先
生
は
こ
わ
い
存
在
な
の
で
自
分

の
意
見
を
言
わ
な
い
子
が
多
い
。
私
は

算
数
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
か
っ

た
の
で
、
ゲ
ー
ム
を
使
っ
て
楽
し
く
教

え
ま
し
た
。
そ
れ
で
み
ん
な
算
数
を
好

き
に
な
っ
て
く
れ
た
。
私
が
教
室
に
行

く
と
『
き
ょ
う
は
ミ
ス
・
メ
オ
が
来
て

く
れ
た
』
と
言
っ
て
う
れ
し
そ
う
に
し

た
り
、
踊
り
出
す
子
も
い
ま
し
た
」
と

充
実
し
た
２
年
間
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

「
う
れ
し
い
こ
と
は
、
帰
国
し
て
か

ら
毎
日
の
よ
う
に
ブ
ー
タ
ン
か
ら
『
元

気
？
』
と
連
絡
が
来
る
こ
と
」
「
こ
れ

か
ら
も
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
よ
う
に
、

何
ら
か
の
形
で
ブ
ー
タ
ン
と
関
わ
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

バーサー大会出場を終えて松岡町長に報告に訪れた
マットさん、ナットさん、トトさん（左から）
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【クロスカントリースキー】

◆第16回ナイタークロスカントリースキー
大会（３月17日・旭川市富沢）
▼小学３年男子（１㌔㍍）　②竹原湊
▼同同女子（同）　③島田栞那
▼同５年男子（２㌔㍍）　③川口颯希
◆第35回旭川バーサーロペット・ジャパン
（３月14、15日・旭川市富沢）

▼小学低学年男子（５㌔㍍）　②石原德
（東川ＸＣ、以下同）
▼チームスプリント高学年（１・２㌔㍍×
２）　③島田悟輔、川口颯希
▼同低学年（同）　②竹原湊、三上竜尚
▼同一般男子（同）　①竹田良和、トリグ
ヴァ・マルクセット
◆第32回たかす歩くスキーフェスティバル
（３月１日・セント旭川ゴルフ倶楽部）
▼小学１、２年生男子（１㌔㍍）②石原喬
▼一般40歳未満同（10㌔㍍）　①トリグ
ヴァ・マルクセット

◆第38回当麻クロスカントリースキー大
会（２月22日・開明清水沢コース）
▼小学１年男子（1㌔㍍）　③石原喬
▼同３年同（２㌔㍍）　③石原德
▼同５年同（３㌔㍍）　②島田悟輔
◆第43回麓郷クロスカントリースキー大
会（２月８日・富良野麓郷小中学校）
▼小学３年男子（２㌔㍍）　③石原德
▼同５年同（３㌔㍍）　①島田悟輔

【バドミントン】

◆第42回東川町バドミントン大会（３月８
日・東川小体育館）
▼男子Aブロック　①加藤・辻②宮内・鳥本
▼同Bブロック　①真鍋・菅野②澤田・岩佐
▼同Cブロック　①藤原・下岡②真鍋・市川
▼同Dブロック　①安井・遠藤②佐竹・吉岡
▼同Eブロック　①徳光・伊藤②鎌田・浅野
▼女子Aブロック　①児玉・荻原②田中・蟹
谷
▼同Bブロック　①岩田・金澤②本庄・今井
▼同Cブロック　①高坂・落合②大津・玉台
▼同Dブロック　①木戸・錦川②石井・片岡
▼同Eブロック　①加野・井出②藤井・岡野

【スノーボード】

◆スノーボード国際カップin東川大会（３
月２日・東川町キャンモアスノービレッジ）
▼男子　①ワイルド・ビク（ロシア）合計タ

イム１分６秒１０②フィッナリア・ロラン
ド（イタリア）③子シール・ザン（スロバキ
ア）④マルチ・アロン（イタリア）⑤ソボル
ブ・アンドレイ（ロシア）⑥デフォ・シルヴァ
ン（フランス）
▼女子　①レデカ・エスター（チェコ）合計
タイム１分14秒１７②エンゲリ・ヒルデ・
カトリーン（ノルウェー）③クンマー・パトリ
ッティア（スイス）④クライナ・マリオン
（オーストリア）⑤シェッフマン・サビーヌ
（同）⑥キャルブ・キャロライン（カナダ）
▼ジュニア・ハイ（ブルーコース）　①古賀
翔太
▼同（レッドコース）　①近藤彩乃
▼ジュニア男子（レッドコース）　①新田
岳広②阿部律音③河野福馬
▼同同（ブルーコース）　①竹内海晴②藤
井颯飛
▼同女子（レッドコース）　①高橋空果
▼同同（ブルーコース）　①石川真歩

【剣道】

◆第６回ナナカマドライオンズクラブ杯少
年剣道大会（２月22日・旭川市総合体育
館）　
〔団体戦〕
▼中学生の部　③東川錬成館
▼小学生高学年の部　③東川錬成館

公営住宅、特定公共賃貸住宅の入居者募集

そ の 他

選 考 方 法

入 居 期 限

敷 金

連帯保証人

お問い合わせ

／入居申込者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場合には
　入居することはできません。

／公営住宅等入居者選考委員会を開催し、入居者を決定します。
／4月末日（※期限までの入居が要件）
／家賃の3カ月分
／入居者と同程度以上の所得金額のある方２人（２人の保証人がいない場合は入居取り消し）
／定住促進課住まい室　☎８２─２１１１（内線115、116）

定住促進課

●公営住宅
募集団地 場　所 戸数、家賃 建築年、構造、設備等 そ　の　他

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．同居または同居しようとする親族（婚約中の方なども含む）がいる方
　※ただし、一定の要件（60歳以上等）に該当する場合、単身入居可。
　※上記団地①は原則４人以上
２．税金等の滞納がない方
３．法の規定により算出する月額所得（世帯全員分）が15万8千円以下
  ※次のいずれかの要件に該当する場合は月額所得（世帯全員分）が21万4千円以下となります。
  ・1956（昭和31）年４月１日以前に生まれた方で、かつ同居者のいずれもが同年４月１日以前生まれ、または18歳未満の方がいる場合
  ・小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合
  ・身体障がい等級１級から４級までの方がいる場合
  ・精神障がい等級１級から２級までの方がいる場合、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
  ・ハンセン病療養者の方などがいる場合

受付期間 ４月１日㈬～同月10日㈮
定住促進課住まい室
２戸
１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．地方税の滞納がないことを証明する書類（昨年１月１日現在町内に住所があった方は同意書で可）
５．世帯全員分の住民票（町外の方のみ、本籍地表示は不要）
６．その他必要と認める書類
７．印鑑
※下線のついている書類は、定住促進課住まい室に用意しています。
※３、４の書類は入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

受付場所
募集戸数

お申し込みに
必要なもの

各種大会成績

①

・家賃の他に温水器、暖房機、調理器の
　リース料（月額6,000円程度）がかかり
　ます。
・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代、
　除雪費用は別途

・平成16年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・オール電化
・物置付き、駐車場１台
・ペットは認められません

・1戸（2階）
・25,900円～
　　68,800円

北町2丁目6番
西団地A2
3LDK（78,80㎡）

社
協
だ
よ
り

　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
ま

で
に
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

12
区　
　
　
　
　

山
本　

智
行
様

33
区　
　
　
　
　

津
谷　

俊
弘
様

35
区　
　
　
　
　

大
堀　

良
治
様

　「
く
ら
し
の
相
談
」を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

日
々
の
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ

と
、
悩
み
ご
と
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（
☎

82
│
７
５
０
５
）

　

今
月
の
相
談
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。

奥　

山　

富　

雄

たかす大会で優勝したマルクセットさん
（中央）

前列（及川沙南、木村咲太、七尾太地、
窪田慎二、藤井勇輔）、後列（七尾芳
昌、谷翔太、今村侑平、窪田優一、長
谷部光紀、藤井先生）

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

●特定公共賃貸住宅

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．同居する親族が4人以上いる方
２．収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方（詳細はお問い合わせください）

そ　の　他建築年・構造・設備等戸数･家賃場　所募集団地

②

・給湯温水ボイラー付き
・調理器（ＬＰガス）、暖房機（灯油ＦＦ）は各自用
　意。
・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代、除雪費用
　は別途

・平成10年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・ユニットバス付き
・物置付き、駐車場1台
・ペットは認められません

・1戸（2階）
・52,200円～
　　99,000円

南町1丁目7番南団地B2
３LDK（80.9㎡）

4月20日㈪～30日㈭
大雪消防組合東消防署、東川消防団

もういいかい　　　　
火を消すまでは

　　　　　まあだだよ

もういいかい　　　　
火を消すまでは

　　　　　まあだだよ

もういいかい　　　　
火を消すまでは

　　　　　まあだだよ

もういいかい　　　　
火を消すまでは

　　　　　まあだだよ

全道一斉春の火災予防運動全道一斉春の火災予防運動
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子
ど
も
ら
し
さ
で
こ
そ
育
つ
豊
か
な
知
性
と
感
情

　

幼
い
子
ど
も
を
見
て
い
る
と
、

危
な
っ
か
し
く
て
思
わ
ず
手
を

貸
そ
う
と
し
た
り
、
「
危
な
い
」

と
か
「
や
め
な
さ
い
」
な
ど
と

注
意
し
た
り
、
子
ど
も
が
し
よ

う
と
す
る
こ
と
を
止
め
た
り
し

て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。

　

で
も
よ
く
見
て
み
る
と
、
子

ど
も
は
自
分
で
い
ろ
ん
な
こ
と

を
考
え
、
試
し
、
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
幼
い
子
ど
も
は
自
分
の

手
や
体
を
精
い
っ
ぱ
い
使
い
な

が
ら
、
周
り
の
世
界
や
物
や
人

を
知
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
学
ぼ
う
と
す
る
力
や
学

ん
だ
こ
と
を
身
に
つ
け
る
力
に

は
本
当
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

驚
く
べ
き
学
習
能
力
で
す
。

　

そ
し
て
徐
々
に
で
き
る
よ
う

に
は
な
り
ま
す
が
、
乳
幼
児
期

の
「
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

は
子
ど
も
自
身
で
は
な
か
な
か

抑
え
ら
れ
な
い
の
も
ま
た
、
こ

の
時
期
の
特
徴
で
す
。
「
し
た

い
こ
と
を
や
っ
て
み
る
」
こ
と

を
通
し
て
、
子
ど
も
は
育
っ
て

い
き
ま
す
。
自
分
で
育
と
う
と

す
る
、
自
分
で
育
つ
力
を
持
っ

て
い
る
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
直
接
手
を
出
し
た

り
、
言
葉
で
制
止
す
る
の
で
は

な
く
、
子
ど
も
が
「
自
分
で
し

て
み
た
い
、
と
思
う

こ
と
」
を
で
き

る
だ
け
さ

せ
て
あ
げ

る
こ
と
、

で
き
る

よ
う
な

環
境
を

つ
く
っ
て

あ
げ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、

①
大
き
な
け
が
を
し
な
い
程
度

に
安
全
で
あ
る
こ
と
②
子
ど
も

が
他
の
子
ど
も
や
周
り
の
大
人

と
の
関
わ
り
を
持
て
る
よ
う
に

す
る
こ
と
―
に
加
え
て
、
我
慢

強
く
見
守
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
力
が

発
揮
さ
れ
る
基
盤
に
な
る
親
子

関
係
の
安
定
も
大
切
で
す
。
子

ど
も
が
毎
日
、
だ
い
た
い
機
嫌

よ
く
過
ご
し
て
い
れ
ば
子
育
て

は
上
手
に
で
き
て
い
る
と
い
え

ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
難
し
い
の
は
、
他

の
子
ど
も
と
お
も

ち
ゃ
を
取
り

合
っ
た
り
し

そ
う
な
場

面
で
も
、

我
慢
し
て

見
守
っ
た

り
、
も
し

何
か
あ
っ

て
も
許
し
合

え
る
よ
う
な
他

の
お
母
さ
ん
と
の
関

係
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

い
っ
し
ょ
に
育
て
て
い
く
と
、

気
持
ち
が
楽
に
な
る
も
の
で
す
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
子
育
て
の

初
期
に
親
と
し
て
の
我
慢
強
さ

や
よ
そ
の
お
母
さ
ん
と
関
わ
る

力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
な

ん
だ
か
試
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

気
も
し
ま
す
し
、
親
と
し
て
の

成
長
を
促
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

気
も
し
ま
す
。
こ
う
し
て
私
た

ち
親
も
親
ら
し
く
な
り
、
い
っ

し
ょ
に
子
ど
も
を
育
て
て
い
け

る
仲
間
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

子
ど
も
ら
し
さ
を
大
切
に
す

る
た
め
に
は
、
周
り
の
大
人
が

つ
く
っ
て
い
く
環
境
が
と
て
も

大
切
で
す
。
幼
児
セ
ン
タ
ー
の

先
生
方
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な

方
々
の
力
も
借
り
な
が
ら
、
子

ど
も
ら
し
さ
を
大
切
に
し
て
く

だ
さ
い
。
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
、

き
っ
と
親
と
し
て
も
幸
せ
を
感

じ
ま
す
し
、
豊
か
な
感
情
と
知

性
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
に

育
っ
て
い
く
こ
と
が
予
感
で
き

る
は
ず
で
す
。

子
ど
も
ら
し
さ
で
こ
そ
育
つ
豊
か
な
知
性
と
感
情

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル
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保健だより
for Healthy Life

　

塩
味
の
濃
い
食
品
は
血
圧
に
悪
い
、
と

い
う
こ
と
は
ご
存
じ
で
す
ね
。
濃
い
み
そ

汁
を
飲
み
、
し
ょ
っ
ぱ
い
も
の
を
食
べ
る

と
喉
が
渇
き
ま
す
。
そ
こ
で
喉
を
癒
す
た

め
水
を
多
く
飲
み
ま
す
。

　

塩
分
の
取
り
過
ぎ
に
並
ぶ
高
血
圧
の
原

因
に
肥
満
が
あ
り
ま
す
。
肥
満
が
あ
る
と
、

交
感
神
経
が
活
発
に
な
っ
て
血
管
を
収
縮

さ
せ
る
ホ
ル
モ
ン
が
増
え
、
血
管
が
縮
み

ま
す
。
血
管
が
細
く
な
っ
て
血
液
が
通
り

に
く
く
な
る
の
で
、
血
管
に
か
か
る
圧
力

が
高
ま
っ
て
血
圧
が
上
が
り
ま
す
。
上
が

っ
た
血
圧
は
、
減
量
に
よ
っ
て
下
が
る
こ

と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
食
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
て

い
ま
す
が
、
し
ょ
う
ゆ
な
ど
の
調
味
料
で

塩
分
が
多
く
な
り
が
ち
。
ラ
ー
メ
ン
、
み

そ
汁
な
ど
汁
も
の
、
梅
干
し
な
ど
塩
蔵
食

品
、
か
ま
ぼ
こ
、
ハ
ム
な
ど
加
工
食
品
、

パ
ン
や
う
ど
ん
も
塩
分
を
多
く
含
ん
で
い

ま
す
。

　

み
そ
汁
は
具
を
多
く
し
て

汁
分
を
減
ら
し
ま
し
ょ

う
。
ラ
ー
メ
ン
な
ど

麺
類
を
食
べ
る
時
は
、

ス
ー
プ
や
汁
を
残
す

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

焼
き
魚
は
、
す
だ
ち
、

レ
モ
ン
の
香
り
を
加
え
、

鶏
肉
料
理
は
山
椒
（
さ
ん
し
ょ
）

で
風
味
を
つ
け
る
と
塩
分
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
昆
布
、
削
り
節
で
だ
し
を

取
れ
ば
、
煮
も
の
、
汁
も
の
の
塩
分
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

血
圧
下
げ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

運
動
は
、
直
接
血
圧
を
下
げ
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。
心
拍
数
が
増
え
る

と
心
臓
か
ら
分
泌
さ
れ

る
ホ
ル
モ
ン
が
増
え
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
や
水

分
を
体
の
外
に
排

出
し
ま
す
。
血
液

循
環
が
良
く
な
る

と
血
管
が
拡
張
し
、

血
圧
を
下
げ
る
物
質
も

出
て
き
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
有
酸
素
運
動
が
お

勧
め
で
す
。
毎
日
30
分
間
以
上
が
効
果
的
。

10
分
間
ず
つ
３
回
に
分
け
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
脈
が
少
し
早
く
な
る
く
ら
い
き
つ

め
に
歩
く
と
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

　

運
動
に
時
間
を
と
れ
な
い
場
合
は
、
日

常
動
作
の
中
で
ち
ょ
っ
と
負
荷
の
か
か
る

運
動
を
加
え
ま
し
ょ
う
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
使
用
は
避
け
、
日
ご

ろ
か
ら
階
段
を
使
う
よ
う
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　

家
事
に
忙
し
い
こ
と
、
子
ど
も
と
積
極

的
に
遊
ぶ
こ
と
も
良
い
運
動
で
す
。
家
の

中
で
何
も
し
な
い
で
過
ご
す
場
合
に
比
べ
、

１
日
の
歩
数
は
２
千
歩
か
ら
３
千
歩
増
え

ま
す
。
歩
数
計
で
毎
日
チ
ェ
ッ
ク
す
れ
ば

〝
や
る
気
モ
ー
ド
〞
が
高
ま
り
ま
す
よ
。

◇

　

健
康
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
の
は
、
酒
、

た
ば
こ
、
ス
ト
レ
ス
。
飲
酒
で
血
圧
が
上

が
る
目
安
は
、
男
性
は
「
日
本
酒
で
１
日

一
合
（
１
８
０
㍉
㍑
）
」
「
ビ
ー
ル
は
中

び
ん
一
本
（
５
０
０
㍉
㍑
）
」
「
ウ
ィ
ス

キ
ー
な
ら
ダ
ブ
ル
１
杯
（
約
60
㍉
㍑
）
」

「
ワ
イ
ン
で
は
２
杯
弱
（
４
分
の
１
本
、

約
１
８
０
㍉
㌘
）
」
程
度
ま
で
。
女
性
は

そ
の
半
分
が
目
安
で
す
。

　

喫
煙
は
そ
れ
で
血
圧
が
上
が
る
と
い
う

は
っ
き
り
し
た
資
料
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

確
実
に
動
脈
硬
化
が
進
行
し
ま
す
。
脳
卒

中
、
心
筋
梗
塞
の
リ
ス
ク
を
予
防
す
る
た

め
に
も
禁
煙
を
お
勧
め
し
ま
す
。

塩
分
減
ら
す
決
め
手
は
食
事
と
有
酸
素
運
動

こ
の
食
事
・
こ
の
運
動
―
知
れ
ば
治
る
高
血
圧

塩
分
減
ら
す
決
め
手
は
食
事
と
有
酸
素
運
動

こ
の
食
事
・
こ
の
運
動
―
知
れ
ば
治
る
高
血
圧

　

知
っ
て
い
ま
す
か
？　

東
川
町
に
お
住
ま
い
の
方
は
全
国
平
均
に
比
べ
て
高
血
圧
の
方
が
多
い
の
で
す
。
特
に
男
性
「
40
〜
74

歳
」
、
女
性
「
65
〜
74
歳
」
の
年
齢
層
で
高
血
圧
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
は
、
糖
尿
病
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
の
ひ
と
つ
で
す
。
治
療
の
基
本
は
生
活
習
慣
の
改
善
。
食
事
の
改
善
と
運
動
で
軽
い
高
血
圧
な
ら
薬
を
使
わ

な
く
て
も
正
常
血
圧
に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
ん
な
食
事
が
良
い
の
か
、
運
動
の
効
果
と
は
？　

今
月
は
高
血
圧
の
改
善

が
テ
ー
マ
で
す
。
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申し込み
申し込み
申し込み

申し込み

予約

予約

自由

自由

information
健福祉センター
保健福祉課保健指導室保

域子育て支援センター（幼児センター内）
西4号北8番地地

生サロンここりん
東町1丁目7-10共

文化ギャラリー
東町1丁目19-8

笑味ちゃん家（JAひがしかわ）
西町1丁目5-1　☎82-2121

インフォメーション

申し込み

ひ
が
し
か
わ

Tow
n of photography

□
発
行
/東
川
町
役
場
　□
編
集
/企
画
総
務
課
企
画
財
政
室
　tel.8

2
-2
1
1
1

□
印
刷
/株
式
会
社
総
合
企
画

N
o.738 A

pril 2015

…………
……………………

………………………

2015.

4

【4月分】
３日㈭

10日㈮
14日㈫

２日㈭
10日㈮
16日㈭
22日㈬
24日㈮
25日㈯

4月の行事
東川小学校ほか各小学校入学式（前10時、東小ほか）
東川中学校入学式（後１時半、東中）
東川養護学校入学式（前10時、東川養護学校）
東川高校入学式（後１時半、東川高校）
旭川福祉専門学校入学式（前10時、旭川福祉専門学校）
幼児センター入園式（前９時、幼児センター）
北海道知事選挙、北海道議会議員選挙投票・即日開票日
（終日）
北海道米は種祭（前10時、東川農業振興公社）

６日㈪

８日㈬

９日㈭
11日㈯
12日㈰

16日㈭

東川町役場・保健福祉センター
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館
幼児センター
└地域子育て支援センター
NPO法人こころりんく東川

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777
82－3400
82－5100
82－2666

…㈹
………………

……………………………
………………………
……………………

……………………………
………………
………………

…………………………………
…………………………

…………
…………

移動献血車来庁
もぐもぐ教室
乳幼児健診

（通知者以外は14：30～）
じっくり子育て相談
栄養教室

会場は保健福祉センターです

13：00～14：00
13：15～

10：00～13：00

【5月分】
８日㈮

13日㈬
19日㈮
29日㈮

ごっくん教室
乳幼児健診
骨盤底筋体操教室
栄養教室
１歳６カ月児健診

○４月16日㈭まで
　▶みんなでつくろう写真集写真展
　▶第10回ひがしかわ大写真展
○18日㈯～５月13日㈬
　▶世界遺産×富井義夫写真展
　「地球への讃歌～この地球が残してくれた宝物～」
※17日㈮は作品入れ替えのため休館

○６日㈪～17日㈮まで
　▶野菜大好き！「てっぺん」ぬりえ展

カラダ美楽クラブ……………
健康体操教室…………………
カラダ美楽クラブ……………
おとなり会…………………………
健康体操教室…………………
かぜのこくらぶ……………………

インフォメーション

＜親子遊び体験教室＞
 ３日㈮
17日㈮
24日㈮
28日㈫
＜遊びの広場＞毎週月、火、水曜日プレールーム開放…9:00～12:00
1日、６日、７日、８日、13日、14日、15日、20日、21日、22日、27日、28日
会場は幼児センターです

10:00～11:30
10:00～11:00
10:00～11:30
14:00～15:00
10:00～11:00
14:00～16:00

体操教室（5月分）は27日㈪から申し込み受け付け（電話、FAX）

テーマ「３､４歳児さんこいのぼり作り」…
テーマ「２歳児さんこいのぼり作り」……
テーマ「１歳児さんこいのぼり作り」……
午後開放（０～１歳児）  ………………

10:00～11:30
10:00～11:30
10:00～11:30
13：00～15：00


